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１．計画策定の背景と目的

本市は、名古屋市近郊の恵まれた立地を生かし発展し、現在も人口増加を続けている。

2005（平成17）年3月に開業した東部丘陵線（リニモ）を中心としたまちづくりや、リニモ

沿線への大規模商業施設の出店及び宅地開発が進められてきた。しかし、将来の人口推計によ

ると、2035（令和17）年頃まではゆるやかに増加するが、その後は減少に転ずることが見込ま

れているとともに、高齢化も進行する見込みとなっている。

市内の公共交通は、リニモや名鉄バスが基幹的な交通として運行しており、市営のコミュニ

ティバス「Ｎ－バス」により、市内の移動を補完している状況である。加えて、タクシーによ

り市全域の移動をカバーしている。2020（令和2）年の新型コロナウイルス感染拡大の影響に

より、公共交通の利用者数は一時的に減少したが、その後は回復傾向にある。今後の高齢化も

見据えながら、公共交通を持続的に確保・維持していくことが重要となる。

「長久手市地域公共交通会議」は、2007（平成19）年10月に「地域公共交通の活性化及び再

生に関する法律」の施行と合わせて立ち上げた。また、公共交通ネットワークの確保・維持・

改善に計画的に取り組んでいくため、2009（平成21）年7月に「地域公共交通総合連携計画」、

2014（平成26）年6月には「第２次地域公共交通総合連携計画」を策定した。その後、国の制

度改正を受けて、まちづくりと連携した公共交通ネットワークの構築に取り組むため、「地域

公共交通網形成計画」を2016（平成28）年4月に策定し、後継となる「第２次地域公共交通網

形成計画（以下、「第２次網形成計画」という。）」を2019（令和元）年3月に策定した。

第２次網形成計画が2023（令和5）年度をもって完了することから、これまでの公共交通に

関する取り組みや課題を再整理したうえで、2024（令和6）年度以降の5年間の方向性を示す

「長久手市地域公共交通計画（以下、「地域公共交通計画」という。）」を策定する。

この地域公共交通計画においては、既存の公共交通サービスを最大限活用した取組を推進す

るとともに、公共交通とそれ以外の地域の移動資源を包含した「地域交通ネットワーク」とし

て地域の移動網を構築することで、持続可能な地域の交通ネットワークの確保を目指すものと

する。
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２．本市の地域特性と交通特性

２－１．上位計画・関連計画の整理

（１）第６次長久手市総合計画（2019（令和元）年3月公表、2028（令和10）年度まで）

第６次長久手市総合計画では、「幸せが実感できる共生のまち 長久手」を将来像とし、

７つの基本目標を掲げている。基本目標の一つである「あえて歩いてみたくなるまち」

を実現するための政策として、「外出しやすい環境の整備」のために「公共交通の利便性

向上」に取組むことを定めている。

（２）第３次長久手市土地利用計画（2018（平成30）年3月公表、2028（令和10）年度まで）

名古屋市の外延化に伴い、市西部の名古屋市隣接地域では、土地区画整理事業による

都市基盤整備が進んでいる。市東部では、森林を主体とする緑地が残っている。市西部

の都市的土地利用と市東部の自然的土地利用を明確に区分している。

その中でも、リニモを中心としたまちづくりの推進に向けて、長久手古戦場駅や公園

西駅周辺において、人口動向を踏まえた土地利用の展開を図るものとしている。

土地利用構想図

（３）長久手市都市計画マスタープラン（2020（令和2）年3月改定、2028（令和10）年度まで）

第６次長久手市総合計画で示された市の将来像と主要課題を受けて設定した基本目標

とまちづくりのテーマから、将来の都市構造が設定されている。リニモ沿線や市役所、

文化の家、愛知医科大学、福祉の家、平成子ども塾を各種拠点とし、拠点間の公共交通

の利便性向上や、歩行者・自転車の移動環境の向上、にぎわいづくりを進めることで、

歩いて暮らせるまちづくりや、低炭素型の環境にやさしい都市の実現を目指す拠点間ネ

ットワークの構築を図るものとしている。
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（４）長久手市立地適正化計画（2024（令和6）年4月公表、2038（令和20）年度まで）

今後、全国的に人口減少や少子高齢化が予測されている中で、一定の人口密度に支え

られてきた医療・福祉・商業等の都市機能の維持が困難となることが予測されている。

そのため、住居や都市機能等がまとまって立地し、公共交通によりこれらの施設にアク

セスできる「コンパクト・プラス・ネットワーク」の都市づくりを推進していく計画で

ある。本市の目指すべき都市構造の１つとして、「市民、学生、来訪者が目的地まで円滑

にアクセスできるネットワークを支えるまちづくり」を掲げている。その方策として、

リニモ駅周辺に都市機能が集約された長久手らしい魅力的な拠点形成を図ることや、公

共交通による拠点までのアクセスを確保することにより、公共交通の利用促進を図るこ

ととしている。

（５）第３次長久手市地域福祉計画（2024（令和6）年3月公表、2029（令和11）年度まで）

地域の様々な課題に対して、市民・団体・事業者・行政などが協働して解決に取り組

み、住み慣れた地域において、誰もが安心して暮らせるまちづくりを推進するための仕

組みをつくる計画である。本市の基本目標として、「みんなに『届く』安心なまち」を掲

げており、福祉有償運送のボランティアドライバー講習や、高齢者外出促進事業を実施

することで、困っている人を包括的に支える体制づくりやずっと住み慣れた地域で元気

に暮らせる環境づくりを目指すこととしている。

（６）長久手市第９期高齢者福祉・介護保険事業計画

（2024（令和6）年3月公表、2026（令和8）年度まで）

「高齢者がいつまでも幸せに暮らし続けられる共生のまち ながくて」を基本理念と

し、住み慣れた場所で自立した生活を送り、安心して暮らすことができるまちを目指し、

高齢者の外出促進事業などに取り組むこととしている。

（７）第４次長久手市障がい者基本計画（2021（令和3）年3月公表、2026（令和8）年度まで）

「互いに声を掛け合いながら支え合い自分らしく暮らせるまち ながくて」を基本理

念とし、外出の促進及び移動に関する支援として、福祉有償運送事業を実施する事業者

の新規参入の促進や料金助成制度の周知、障がい者の移動における利便性向上に向けた

検討などに取り組むこととしている。

（８）第２次長久手市観光交流基本計画（2015（平成27）年3月公表、2024（令和6）年度まで）

地域資源と観光資源を活かし、リニモ、Ｎ－バス等の公共交通と愛・地球博記念公園

等の交流基盤を最大限に活用して、「観光交流まちづくり」に取り組み、本市の魅力とオ

リジナリティを高めることとしている。

（９）長久手市第４次環境基本計画（2021（令和3）年3月公表、2030（令和12）年度まで）

環境の保全及び創造に関する方向性を示す計画である。本市では、「脱炭素の暮らしと

地域づくり」を基本方針の一つとして掲げ、エネルギー使用量削減のため、公共交通や

自転車、徒歩の利用促進のための取組を展開することとしている。
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２－２．公共交通計画の位置付け

地域公共交通計画は、本市が目指す将来像を踏まえながら、「地域公共交通の活性化

及び再生に関する法律」の規定に基づき、地域公共交通の活性化・再生を総合的かつ一

体的に推進するための計画となる。

図 長久手市地域公共交通計画の位置付け

環境基本
計画

地域福祉
計画

高齢者福祉・
介護保険事業

計画

第６次長久手市総合計画（上位計画）

観光交流
基本計画

障がい者
基本計画

長久手市地域公共交通計画

土地利用
計画

都市計画
マスター
プラン

立地適正化計画
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２－３．地域の特性

（１）総人口の推移

本市の人口は増加傾向にあり、2022（令和4）年度末時点の人口は60,770人となってい
る。この増加傾向は2035（令和17）年頃まで続くことが見込まれている。
一方で、高齢化の進行により、生産年齢人口は2025（令和7）年をピークに減少に転じ、
老年人口は増加を続ける見込みである。高齢化率は2030（令和12）年には20％を超える
ことが予想される。

図 年齢階層別の人口推移

図 年齢階層別の人口割合推移

資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所資料、長久手市将来人口推計報告書

※国勢調査は各階級に按分し、算出

3,576 4,688 5,826 6,378 6,586 7,150 7,517 8,970 10,179 10,771 10,882 10,957 10,707 10,541 10,242 10,107 10,071 10,099
10,067

12,737
18,064

25,142
29,114

32,458 33,869
36,193

38,480 39,750 40,522 41,036 40,962 40,913 39,695 37,029 34,736 33,050

852

1,186

1,617

2,194

2,790

3,698
5,107

6,859
8,939

10,406 11,134 11,618 12,664 13,361 15,545 18,326 20,478 21,834

0

20,000

40,000

60,000

80,000

1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2023 2025 2028 2030 2035 2040 2045 2050

年少人口(0～14歳) 生産年齢人口(15～64歳) 老齢人口(65歳以上) 

14,495

25,507

38,490

46,493

57,598

62,538
63,611 64,333

65,482
65,285 64,983

18,611

33,714

43,306

52,022

60,927

64,815 65,462

（年）

（人）

24.7 25.2 22.8 18.9 17.1 16.5 16.2 17.2 17.7 17.7 17.4 17.2 16.6 16.3 15.6 15.4 15.4 15.5

69.5 68.4 70.8 74.6 75.6 75.0 72.8 69.6 66.8 65.2 64.8 64.5 63.7 63.1 60.6 56.6 53.2 50.9

5.9 6.4 6.3 6.5 7.2 8.5 11.0 13.2 15.5 17.1 17.8 18.3 19.7 20.6 23.7 28.0 31.4 33.6

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2023 2025 2028 2030 2035 2040 2045 2050

年少人口(0～14歳) 生産年齢人口(15～64歳) 老齢人口(65歳以上) 

（年）

（％）



- 6 -

（２）人口分布

名古屋市に近いこと、土地区画整理事業が完了している地区が多いことから、市西部

の人口密度が高くなっている。

また、65歳以上の人口の割合は、市北東部で高い傾向にある。

図 市内の人口分布

図 市内の65歳以上人口の分布
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資料：2020（令和２年）年国勢調査
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資料：2020（令和２年）年国勢調査
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（３）高齢者人口の推移

本市の高齢者人口は、令和4年3月31日現在、10,235人である。65～74歳の前期高齢者
は5,180人、75歳以上の後期高齢者は5,055人となっており、前期高齢者がわずかに多く
なってる。人口の構成比率の推移を見ると、高齢化の進展により、75歳以上の比率が上
昇している傾向にある。

図 高齢者人口の推移

資料：長久手市

図 65～74歳と75歳以上人口の構成比の推移

資料：長久手市
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（４）要支援・要介護認定者及び障がい者人口

ともに増加傾向である。全人口に対する割合（2021（令和3）年時点）を算出すると、
要支援・要介護者認定者は2.6％、障がい者は3.2％となっている。

表 要支援・要介護者度別認定者数

資料：ながくての統計2022

表 各障害者手帳保有者数

資料：ながくての統計2022

(年度) 身体 療育 精神 総数（人）

2017 1115 222 356 1693

2018 1127 236 381 1744

2019 1139 250 405 1794

2020 1143 277 458 1878

2021 1167 299 476 1942

(年度) 要支援1 要支援2 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 総数（人）

2017 180 171 302 221 147 154 128 1303

2018 223 202 298 233 149 157 134 1396

2019 237 204 308 222 173 169 127 1440

2020 243 231 329 239 167 176 145 1530

2021 256 241 346 241 170 193 134 1581
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（５）流出入人口

1995（平成7）年までは、流出人口が流入人口を上回り、昼間人口よりも夜間人口が多
くなっているが、2000（平成12）年以降では流入人口が流出人口を上回るとともに、昼
間人口も夜間人口を上回っている。

図 流出入人口の推移

資料：ながくての統計2022

（６）本市と周辺市町との通勤・通学流動

名古屋市との流出、流入が特に多い。

2015（平成27）年と2020（令和2）年を比較すると、流入について、隣接する5市（名
古屋市、瀬戸市、豊田市、尾張旭市、日進市）からの流入は、豊田市を除いて増加してい

る。流出については、名古屋市や日進市、尾張旭市への流出が減少している。

図 周辺市町との通勤・通学流動の状況

資料：2020（令和2）年国勢調査
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（７）土地利用状況

① 土地区画整理事業

市西部の市街化区域の約8割で土地区画整理事業が行われた。用途地域指定は住居系が
中心となっている。現在は下山地区で事業が進められているが、今後の施行予定はない。

② 民間宅地開発

リニモ公園西駅周辺ではその立地特性を生かし、地区計画制度による周辺の自然環境

に配慮した民間による宅地形成を図っている。

表 土地区画整理事業の状況

表 民間宅地開発の状況

図 土地区画整理事業及び民間宅地開発区域

事業名称 面積（ha） 事業年度（年） 計画戸数（戸） 計画人口（人） 備 考

長湫西部 158.9 1972～2000 3,907 14,847 完 了

長湫東部 163.5 1973～1993 3,806 14,463 完 了

長湫下山第一 13.6 1978～1981 332 1,261 完 了

長湫中部 106.7 1981～2013 2,732 8,742 完 了

岩作第一 4.7 1992～2004 114 342 完 了

長湫南部 98.2 1998～2014 1,880 5,000 完 了

長久手中央 27.3 2010～2022 690 1,730 完 了

公園西駅周辺 20.6 2013～2023 480 1,200 完 了

下山 5.5 2013～2024 180 450 施行中

事業名称 面積（ha） 計画戸数（戸） 計画人口（人） 備 考

三ケ峯地区 13.7 316 948 完 了

前熊一ノ井地区 17.4 385 1,155 完 了

長湫南部

長湫中部

長湫西部

長湫下山第一

市街化区域

長湫東部

長久手中央

■完了

■施行中

公園西駅周辺

岩作第一

下山

前熊一ノ井

三ケ峯

資料：長久手市の都市計画の変遷、長久手市
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③ 主要施設配置

主要施設は、主に市西部の市街化区域内で多くなっている。リニモ沿線には、アピタ

長久手店やイオンモール長久手、IKEA長久手等、大規模商業施設が立地している。
一方、市東部の市街化調整区域では、リニモ南側に愛・地球博記念公園や研究施設（愛

知県農業総合試験場）などが立地している。

近年では、愛・地球博記念公園内に「ジブリパーク」の第1期エリアが2022（令和4）
年11月に、第2期エリアが2024（令和6）年3月にオープンした。

図 主要施設の配置状況

資料：（公共公益施設、福祉関係施設、学校・教育施設、スポーツ施設、公園）「シティガイドマップ

長久手（更新：2022年04月01日）」、（病院・診療所）長久手市ホームページ「長久手市内の病院（更
新：2023年09月04日）」、（歯科医院）長久手市ホームページ「長久手市内の歯科医院（更新：2023年
04月11日）」

市街化区域
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第１回調査

1981年

第２回調査

1991年

第３回調査

2001年

第４回調査

2011年

第５回調査

鉄道 バス 自動車 二輪車 徒歩

２－４．交通の特性

パーソントリップ調査より本市の代表交通手段は、各回の調査とも自動車利用が最も

多い割合を占めている。1991（平成3）年以降の調査では自動車の割合は約63％と大きく
変化していない。

公共交通のうち、鉄道の割合は2005（平成17）年3月のリニモ開業に伴い、2001（平
成13）年調査の13.5％から2011（平成23）年調査には16.6％へと増加している。
また、国勢調査によると、通勤・通学者の利用交通手段も、2000（平成12）年から2020
（令和2）年にかけて、鉄道の割合が増加している。

※1：トリップ：ある地点からある地点へ移動する単位。1回の移動で複数の交通手段を利
用しても、1回のトリップと数える。

※2：代表交通手段：1回のトリップで複数の交通手段を乗り換えた場合、その中の主な交
通手段を代表交通手段という。主な交通手段の優先順位は、鉄道、バス、自動車、
二輪車、徒歩の順としている。

図 本市の代表交通手段別のトリップ構成の推移

資料：第1～5回中京都市圏パーソントリップ調査

図 15歳以上の自宅外就業者及び通学者の利用交通手段

資料：2000（平成12）年・2010
（平成22）年・2020年（令和2）
国勢調査
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4.0%
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1.2%

48.0%

0.1%
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1.8%
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自転車

その他

2000年

2010年

2020年



- 13 -

３．本市の公共交通の現状

３－１．市内の公共交通機関

３－２．本市の公共交通ネットワークの現状

（１）広域的な公共交通ネットワーク

本市は、名古屋市、瀬戸市、豊田市、尾張旭市、日進市に囲まれている。

かつては鉄軌道系交通の空白地であったが、2005（平成17）年3月の愛・地球博の開催
に先立って軌道系のリニモが開業したことで広域的なネットワークが構築された。

図 広域的な公共交通網

公共交通 位置づけ・役割 機能

リニモ
市内を東西に運行しており、広域的な公共交通ネットワークの形成を担う路線
であるとともに、市内の公共交通の骨格となっている。

基幹交通

名鉄バス
市西部を中心に路線網が整備されており、市内の公共交通の基幹的な役割を
担っている。

基幹交通

Ｎ－バス
リニモ・名鉄バスを補完する形で路線網を形成しており、市内の交通空白地解
消や公共施設の利便性向上、交通弱者の社会参加の促進、子育て支援を目
的として運行している。

補助交通

タクシー
「つばめグループ　あんしんネットあいち」と「カナレタクシー」の2事業者が市内
に営業所を有しており、定時定路線に縛られない公共交通として、市内全体の
移動をカバーしている。

個別輸送
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（２）市内の公共交通ネットワーク

市内の主な公共交通は、リニモのほかに名鉄バスやＮ－バス、タクシーがある。リニ

モや名鉄バスを基幹的な交通とし、これらを補完する形でＮ－バスが運行している。こ

れらの公共交通の駅勢圏（駅から半径１㎞）とバス勢圏（バス停から半径300ｍ）により、
市域の大半がカバーされている。

また、名古屋市営バスや隣接市コミュニティバス（瀬戸市、尾張旭市、日進市）、新城

名古屋藤が丘線も市内に乗り入れて運行している。

図 市内の公共交通網（2023(令和5)年8月時点）

図 市内の公共交通のカバー範囲（2023(令和5)年8月時点）
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３－３．公共交通の現状

（１）東部丘陵線（リニモ）

リニモは2005（平成17）年3月に開業した磁気浮上式リニアモーター推進システムの
軌道交通である。名古屋市営地下鉄東山線の藤が丘駅と愛知環状鉄道の八草駅を結び、

藤が丘駅からはなみずき通駅までは地下、はなみずき通駅から八草駅までは高架に整備

されている。全線で9駅のうち、市内には6駅設置されている。
利用者数の多い駅は、長久手古戦場駅や愛・地球博記念公園駅である。

運行本数は、平日の通学時期に対応した第1ダイヤでは、終日132本/日･片方向（藤が
丘発）、土休日及び学校休暇時期に対応した第2ダイヤでは、終日130本/日･片方向（藤が
丘発）となっており、朝のピーク時は最大9本/時、日中は8本/時運行されている。

図 リニモの利用者数の推移

図 リニモ市内6駅利用者数の推移
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（２）バス（Ｎ－バスを除く）

Ｎ－バスを除いた市内のバス路線は、名鉄バス、名古屋市営バス、瀬戸市、尾張旭市、

日進市のコミュニティバス、新城名古屋藤が丘線（高速乗合バス「山の湊号」）である。

その中でも、名鉄バスの路線網が市内の大半を占め、24系統が市内を運行している。名
古屋市が起点または終点である系統が中心だが、瀬戸市、尾張旭市、日進市とも接続し

ている。

表 路線バスの運行状況（平日・市内運行路線） ＜2023（令和5）年11月時点＞

事業者
系統

番号
起点 終点

終日運行
本数

（本/日・
片方向）

ピーク時
本数

（本/時・
片方向）

名鉄バス

40

藤が丘

菱野団地
(平和橋経由) 15 1

41 菱野団地
(長久手郵便局経由) 10 1

43 瀬戸駅前

(熊張経由) 11 2

44 瀬戸駅前

(福祉の家経由) 10 1

52
瀬戸駅前

(愛知医科大学
病院経由)

8 1

53 愛知医科大学病院
(四軒家経由) 26 4

54 愛知医科大学病院
(快速) 8 4

55 愛知医科大学病院
(平和橋経由) 17 2

60 愛知学院大学前 82 13
65 長久手古戦場 6 1

66
トヨタ博物館前

(長久手古戦場駅
経由)

17 3

67 トヨタ博物館前 13 2
68 愛知淑徳大学 45 9

69
愛知学院大学前

(長湫片平、名外大、
学芸大西経由)

11 2

70 星ヶ丘 14 2
32 トヨタ博物館前 名鉄ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 20 3
34 愛知医科大学病院 名鉄ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 16 2
51 愛知医科大学病院 瀬戸駅前 11 1
74 トヨタ博物館前 星ヶ丘 10 1
80 長久手古戦場駅 赤池駅 15 1

85 長久手古戦場駅

尾張旭向ヶ丘

(愛知医科大学
病院経由)

13 1

18 愛・地球博記念公園駅 瀬戸駅前
0

（休日5）
0

（休日1）
愛・地球博記念公園 名鉄ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 5 2
愛・地球博記念公園 中部国際空港 1 1
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※藤が丘発着路線：藤が丘発の運行本数。

※その他市外発着路線：市内側バス停発の運行本数。

図 市内の名鉄バスのカバー範囲（2023(令和5)年11月時点）

名古屋

市営バス

(幹 本 郷 1 )
猪高緑地 本郷駅 125 11

瀬戸市
ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ
(本地線)

愛知医大 陶生病院 6 1

尾張旭市
あさぴー号
(東 ル ー ト
左・右回り)

市役所

（尾張旭市）

市役所

（尾張旭市）

(愛知医科大学
病院経由)

18 1

尾張旭市
あさぴー号

(西 ル ー ト
左・右回り)

市役所

（尾張旭市）

市役所

（尾張旭市）

(愛知医科大学
病院経由)

18 1

日進市
くるりんばす
(五色園線)

市役所

（日進市）

市役所

（日進市）

(長久手古戦場駅
経由)

11 1

新城名古屋
藤が丘線

長久手古戦場駅 新城市民病院西 3 1

その他にジブリパークへの直行便として、

愛・地球博記念公園～名鉄バスセンター
愛・地球博記念公園～中部国際空港
がジブリパーク開園日に限定して運行。
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図 名鉄バス市内バス停利用者数の推移（乗車）

資料：名鉄バス

（３）Ｎ－バス

Ｎ－バスは1998（平成10）年7月より、以下の4つの目的で運行を開始した市営のコミ
ュニティバスであり、名鉄バス株式会社に運行を委託している。

①市内交通空白地帯の解消

②公共施設の利便性向上

③高齢者や子ども等の交通弱者※の社会参加の促進

④子育て支援

運行路線は5路線8系統を5台の車両で運行している。路線体系は全路線が「市役所」を
起終点とする路線となっている。路線別の利用者数は中央線が最も多い。

運賃は1乗車100円であり、1回の乗車ごとに運賃を徴収している。ただし、「市役所」、
「市役所前」、「福祉の家」、「長久手古戦場」の各バス停からＮ－バスの他路線に乗り継

ぐ場合は、乗継券が発行され、乗り継ぎ先の乗車運賃が発生しない。

また、以下の対象者は運賃が無償となっている。

ア 中学生以下の小人

イ 就学前の児童1人につき同伴の保護者1人
ウ 妊婦

エ 身体障害者手帳の所持者と付添者1人
オ 療育手帳の所持者と付添者1人
カ 被爆者健康手帳の所持者と付添者1人
キ 精神障害者保健福祉手帳の所持者と付添者1人
ク 介護保険法による介護認定者（要支援を含む）と付添者1人
※クは市から交付する無料乗車券の交付手続きを受け、乗車時に提示が必要。

エ、オ、カ、キについては手帳または無料乗車券の提示が必要。

※交通弱者とは、自動車運転免許や自分で自由に使える車等を持たない人（運転免許返

納者を含む）、身体的な理由から徒歩、自転車での移動が困難な人等を指す。
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図 Ｎ－バスの利用者数と有料乗車率の推移

資料：長久手市

表 Ｎ－バスに関する近年の取組

年度 内容

2021（R3） ・路線再編（北部線、福祉の家線は廃線、東部線は右回り、左回りに細分化）

2022（R4）

・運賃無料対象者の変更

※65歳以上の方の運賃を有料化
※介護保険法による介護認定者（要支援を含む）と付添者1人の方を追加

・市内在住の65歳以上の方を対象にフリーパス券、回数券の販売開始
※フリーパス券の料金

1か月 1,500円、3か月 3,700円、6か月 6,300円
※回数券の料金

100円券11枚つづり1,000円（有効期限なし）

20.4
17.7

11.7 10.2
7.3

5.6

4.8

3.6 3.5
5.9

21.5 21.3
23.4 25.6

44.8

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

有
料

乗
車

率
（

％
）

利
用

者
数

（
万
人

/
年

）

無料乗車人数 有料乗車人数 有料乗車率（％）
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図 Ｎ－バスの路線別利用者数の推移

資料：長久手市安心安全課

資料：長久手市

表 Ｎ－バスの各ルートの利用状況及び運行状況（2022（令和4）年度実績）

資料：長久手市
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10,000
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30,000

40,000
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60,000

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

中央（右） 中央（左） 西部（右） 西部（左）

藤が丘 三ケ峯 東部（右）R3～ 東部（左）R3～

東部 ～R2 北部 ～R2 福祉の家 ～R2

2021（令和3）年4月路線再編により

北部線、福祉の家線は廃線、

東部線は右回り、左回りに細分化。

１便あたり
利用者数
（人/便）

リニモ接続駅

平日 休日 計 平日 休日 計 計

中央線右回り 24,193 19.1 19.1 38.2 7 5 12 10.6 杁ヶ池公園駅 長久手古戦場駅

中央線左回り 21,503 18.4 18.4 36.8 6 4 10 11.1 杁ヶ池公園駅 長久手古戦場駅

中央線左右計 45,696 37.5 37.5 75.0 13 9 22 10.8

西部線右回り 21,671 18.6 18.6 37.2 6 4 10 11.2 はなみずき通駅　杁ヶ池公園駅

西部線左回り 22,988 18.4 18.4 36.8 7 5 12 10.0 はなみずき通駅　杁ヶ池公園駅

西部線左右計 44,659 37.0 37.0 74.0 13 9 22 10.6

藤が丘線 18,513 13.1 13.1 26.2 5 5 10 10.3 藤が丘駅

東部線右回り 2,222 13.0 13.6 26.6 3 2 5 2.3 長久手古戦場駅 芸大通駅

東部線左回り 2,923 13.6 14.2 27.8 3 3 6 2.7 長久手古戦場駅 芸大通駅

東部線左右計 5,145 26.6 27.8 54.4 6 5 11 2.5

三ケ峯線 18,721 15.0 15.0 30.0 5 4 9 11.1 公園西駅

合計 132,734 129 130 260 42 32 74 9.5

走行キロ
（㎞/日）

１日あたり
運行本数
（本/日）路線

Ｎ－バス
利用者数

R4.4～R5.3
（人/年）

利用者数（人/年） 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

中央線右回り 48,564 44,778 32,370 24,174 24,193

中央線左回り 46,091 40,071 27,915 22,252 21,503

西部線右回り 27,409 24,434 17,182 23,553 21,671

西部線左回り 32,462 29,712 20,267 23,566 22,988

藤が丘線 48,135 35,855 22,278 19,045 18,513

三ケ峯線 33,629 29,643 21,652 19,785 18,721

東部線右回り - - - 2,229 2,222

東部線左回り - - - 2,737 2,923

東部線 2,355 2,545 1,353 - -

北部線 3,570 4,050 2,483 - -

福祉の家線 18,298 13,922 6,834 - -
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図 Ｎ－バスの路線図

＜再編前（令和２年度まで）の時点＞

＜再編後（令和３年度以降）の時点＞

７路線を６台の車両で運行。ニーズの多い福祉
の家との接続は市役所～福祉の家を運行する福

祉の家線で、市役所乗継を基本とした路線体系
を構築。利用の少ない北部線と東部線は、ワンボ
ックス車両１台で運行。

再編前の７路線から５路線に集約し、５台の車
両で運行。ニーズの多い福祉の家へは、全ての路
線が経由する路線体系を構築。利用の少ない北

部線と東部線のエリアでは、片方向運行から双
方向運行に変更して運行。
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運行経費は長久手市が負担している。市の負担額は2019（令和元）年まで増加傾向で
推移しており、近年は約1億円/年程度である。
将来的な高齢化の進行に伴う社会保障の増加を考慮した場合、市の扶助費に対する歳出

が増加し、今後の公共交通に対する財政的な余力は低くなると考えられる。

図 Ｎ－バスの運行経費や市負担額の推移

資料：長久手市

（４）タクシー

市内には、「つばめグループ あんしんネットあいち」と「カナレタクシー」の2事業
者が市内に営業所を有している。

定時定路線に縛られない公共交通として、市内全体の移動をカバーしている。
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３－４．公共交通の利用支援

障がい者や高齢者等の交通弱者を対象とした支援が以下のとおり実施されている。

（１）障がい者

① Ｎ－バス運賃無償

対象者：・身体障害者手帳の所持者と付添者1人
・療育手帳の所持者と付添者1人
・精神障害者保健福祉手帳の所持者と付添者1人

② 障がい者タクシー料金助成（担当：長久手市福祉課）

内容：タクシーを利用する場合の運賃（上限650円）を助成。
（年間52回分のチケットを交付）

③ 名鉄バス割引

内容：障がいのある方が名鉄バスを利用する場合、手帳の提示で本人と付き添い者の

運賃を割引。

④ 愛知高速交通障がい者割引乗車券

内容：介護者の方とリニモを利用する場合に2人分の運賃を割引。

表 各福祉割引における対象者

資料：長久手市、名鉄バス、愛知高速交通ホームページ

身体障害者手帳 療育手帳
精神障害者健康

福祉手帳

障がい者タクシー助成

1~3級
(3級は下肢･体幹機能

障害に限る)
A･B判定 1･2級

名鉄バス割引

普通券・

回数券
1種･2種 1種･2種 1~3級

定期券
1種･2種

(12歳未満除く)
1種･2種

(12歳未満除く) 1~3級

愛知高速交

通障がい者

割引乗車券

普通券・

回数券
1種 1種 1級

定期券
1種･

12歳未満の2種
1種･

12歳未満の2種 1級
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（２）高齢者

① Ｎ－バス運賃無償

対象者：介護保険法による介護認定者（要支援を含む）と付添者1人

② Ｎ－バスフリーパス券、回数券の販売

対象者：市内在住の65歳以上の方
内容：（フリーパス券）1か月 1,500円、3か月 3,700円、6か月 6,300円

（回数券）100円券11枚つづり1,000円（有効期限なし）
販売場所：高齢者生きがいセンター1階事務局窓口、福祉の家内売店、

長久手観光交流サポートセンター、名鉄バス藤が丘出札

③ 高齢者外出促進事業（担当：長久手市長寿課）

対象：満65歳以上の方
内容：1年度に1回、1,000円分のマナカチャージ券の交付

④ 高齢者外出促進事業における運転免許証自主返納者への特典（担当：長久手市長寿課）

対象：運転免許を自主返納した満65歳以上の方
内容：5,000円分のマナカチャージ券の交付又は6,600円分のＮ－バス回数券の交付

1人1回限りで特典を受けられる

⑤ 名鉄バス高齢者フリーパス券（シルバーパス65、ゴールドパス70）

対象：（シルバーパス65）満65歳以上70歳未満の方

（ゴールドパス70）70歳以上の方
内容：パスを先に購入することで、名鉄バス一般路線全線が乗り放題

パスの料金は下記のとおり。

（シルバーパス65）1か月7,000円、3か月20,000円
（ゴールドパス70）1か月5,500円、3か月16,000円

対象路線：名鉄バス一般路線全線

※高速バス、空港バス、近距離高速バス、名古屋・長島線、貸切・契約輸送バス、

とよたおいでんバスなどの各自治体のコミュニティバスでは利用不可
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３－５．公共交通以外の移動資源や移動に関連する取組の現状

（１）スクールバス

市内へ乗り入れているスクールバスは、下表のとおり運行されている。

愛知学院大学、愛知淑徳大学、愛知医科大学病院は名鉄バスや名古屋市営バスによっ

て路線が確保されている。

表 周辺の大学・高校のスクールバス運行状況 ＜平日：2023（令和5）年8月時点＞

所在 学校 発駅
終日運行本数

(本/日･片方向)

ピーク時本数

(本/時･片方向)

長久手市 栄徳高校 周辺から5コース 5
(各コース1) 1

瀬戸市
南山学園

聖霊高校･中学校
周辺から11コース 14

(各コース1~2) 2

日進市

愛知学院大学
長久手古戦場駅 27 4

名古屋外国語大学

名古屋学芸大学
上社駅 約129 約15

赤池駅 約 53 約 7

名古屋商科大学

公園西駅 21 5

赤池駅 12 3

米野木駅 23 3

中部大学第一高校 周辺から8コース 5
(各コース1) 1

資料：各学校HPより
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（２）福祉有償運送

「福祉有償運送」とは、道路運送法において登録のもとに認められる「自家用有償旅客運

送」のひとつであり、単独で公共交通機関（電車やバス、タクシー等）を利用して移動する

ことが困難な要介護者や障がいのある方等を対象として、ＮＰＯ法人等の非営利法人など

が行う有償のドア・ツー・ドアの個別輸送サービスである。

① 使用できる自動車の種類と運送の対象

法令（道路運送法施行規則第49条及び51条）では、「福祉有償運送」の使用車両や運送
の対象について、以下の内容が定められている。

1）車両は、乗車定員11人未満の自動車を使用
2）運送の対象は、他人の介助によらず移動することが困難であると認められ、かつ単
独でタクシーその他の公共交通機関を利用することが困難な者及びその付添人

（身体障がい者、精神障がい者、知的障がい者、要介護認定者、要支援認定者、基

本チェックリスト該当者、その他の障がいを有する者）

3）ＮＰＯ法人等が運営する場合、対象者の名簿作成（会員登録）が必要

② 市内の運送概況

市内を運行する福祉有償運送登録事業者は下表の4者である。
運送の対価は、タクシーの初乗運賃（※）の概ね2分の1程度となっている。
※名古屋タクシー協会の初乗運賃（1.011kmまで）は普通車で500円

表 長久手市内を運行する福祉有償運送の概要

資料：長久手市

③ 運送の対価

法令（道路運送法施行規則第 51条）では、運送の対価について、以下の内容
が定められている。

1）旅客の運送に要する実費の範囲内
2）営利を目的としているとは認められない妥当な範囲内であり、かつ、地域
公共交通会議等において協議が調っていること

登録事業者 運送の対価
運送実績

2022（令和4）年度

特定非営利活動法人 百千鳥
最初の2kmまで300円
加算運賃：1km毎に100円 351件

社会福祉法人 むそう 1kmあたり30円 726件

特定非営利活動法人 つづら
最初の2kmまで300円
加算運賃：1km毎に100円 964件

特定非営利活動法人 楽々
最初の2kmまで300円
加算運賃：1km毎に100円 4件
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（３）移動に関連する取組の現状

① 買い物リハビリ（地域いきいきライフ推進事業）

送迎付きの「買い物支援」と「健康教室」を合わせた事業。 2018（平成30）年7月よ
り取組を実施している。

プログラムは、自宅まで迎えに行って市内のスーパーへ行き、健康チェックと体操を

行った後、買い物をして自宅まで送るものである。対象は、生活機能の低下（足腰が弱

っている等）により外出が難しくなりがちな市内在住の65歳以上の人であり、2023（令
和5）年度はアピタ長久手店、平和堂長久手店、ピアゴパワー長久手南店の3か所で実施
されている。

② たすけあいカー

移動手段に困っている市内の高齢者を有志のボランティアドライバーが送迎する市民

主体の「たすけあいカー」の実証実験が2022（令和4）年度から2023（令和5）年度末現
在も続けられている。現在は、予約制の定時定路線型であり、三ケ峯ニュータウンや北

熊地区（2023（令和5）年度より追加）の住民を対象に毎週金曜日に運行している。地域
の人が地域の人をサポートするという助け合いの展開を目指している事例である。
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３－６．市民アンケート調査結果概要

（１）調査概要

① 目的

第２次網形成計画の事業評価及び地域公共交通計画策定に先立つ現状把握を目的に、

市民アンケート調査を実施した。

② 調査対象者

2007（平成19）年4月1日以前に生まれた方（高校生以上）かつ市内在住者のうち、無
作為抽出した市民4,000人に配布

③ 調査方法と実施時期

郵送配布を行い、回収は郵送回収とWEB形式での併用とした。
・郵送配布時期：2022（令和4）年9月8日
・回収期限：2022（令和4）年 10月7日

④ 調査票の回収状況

アンケート調査票を4,000人に郵送し、1,547人から回答をいただいた。

表 公共交通に関する市民アンケート調査の回収結果

項目 調査項目

配布数 4,000人

回収数 1,547人

回収率 38.7%
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（２）公共交通の利用状況について

各公共交通を利用する割合はリニモが最も多く（62.6％）、週に5日以上利用している
割合は他の公共交通より高い結果となった。

リニモに次いで利用が多いのは名鉄バス（38.6％）となり、タクシー（29.6％）、Ｎ－
バス（23.0％）となった。

図 公共交通の利用状況

2.4%

2.4%

3.6%

8.2%

22.0%

61.4%

0% 20% 40% 60% 80%

週に５日以上〔N=37〕

週に３～４日〔N=37〕

週に１～２日〔N=55〕

月に１～２日〔N=124〕

年に数回〔N=334〕

利用していない〔N=930〕

4.8%

1.8%

3.9%

13.3%

38.8%

37.4%

0% 20% 40% 60% 80%

週に５日以上〔N=73〕

週に３～４日〔N=27〕

週に１～２日〔N=60〕

月に１～２日〔N=202〕

年に数回〔N=591〕

利用していない〔N=569〕

リニモ

62.6％

名鉄バス

38.6％

0.2%

1.0%

1.8%

4.5%

15.5%

77.0%

0% 20% 40% 60% 80%

週に５日以上〔N=3〕

週に３～４日〔N=15〕

週に１～２日〔N=28〕

月に１～２日〔N=69〕

年に数回〔N=236〕

利用していない〔N=1168〕

Ｎ－バス

23.0％

0.1%

0.0%

1.1%

4.8%

23.6%

70.4%

0% 20% 40% 60% 80%

週に５日以上〔N=2〕

週に３～４日〔N=0〕

週に１～２日〔N=16〕

月に１～２日〔N=73〕

年に数回〔N=356〕

利用していない〔N=1064〕

タクシー

29.6％



- 30 -

（３）公共交通を利用しない理由

リニモと名鉄バスは、名古屋市など市外と接続する基幹的な路線であるため、「移動し

たい方向とルートが合っていない」の回答割合は、Ｎ－バスに比べると少なかった。

一方で、Ｎ－バスは、基幹的な路線を補完する目的で運行していることもあり、「移動

したい方向とルートが合っていない」、「運行本数が少ない」、「乗りたい時間に運行して

いない」などのサービス水準に関する回答割合が、リニモと名鉄バスに比べて高くなっ

た。

また、リニモは、軌道系の路線であり、駅の数が限られているため、「自宅や目的地か

らリニモの駅が遠い」の回答割合の高さが目立った。

上記の利便性による理由以外では、「どのように走っているか知らない」の回答割合が、

名鉄バスやＮ－バスではリニモに比べると高く、バスの運行について認知していない層

が一定数いる状況にあると推測できる。

タクシーについては、料金面についての回答割合が多い結果となった。

図 公共交通を利用しない理由
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車の方が便利〔N=366〕

リニモがどのように走っているか知らない〔N=9〕

その他〔N=67〕
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乗りたい時間に運行していない〔N=78〕

目的地まで時間がかかる〔N=53〕

始発の時間が遅い〔N=11〕

最終便の時間が早い〔N=21〕
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送迎してくれる方がいる〔N=102〕
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名鉄バス
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Ｎ－バス
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5

タクシー
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その他〔N=247〕
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（４）公共交通の利用年齢層

リニモは若年層ほど利用頻度が高い傾向にあった。一方、Ｎ－バス、タクシーでは高

齢者ほど利用頻度が高い傾向がみられた。名鉄バスでは幅広い年齢層の利用がみられた。

図 公共交通利用者の年齢層と利用頻度

24%

13%

8%

8%

8%

8%

5%

5%

3%

4%

4%

2%

3%

1%

4%

7%

18%

4%

6%

4%

1%

2%

4%

11%

10%

21%

28%

21%

17%

16%

22%

30%

25%

14%

38%

43%

37%

63%

66%

70%

65%

68%

69%

70%

48%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15～19歳〔N=42〕

20～29歳〔N=89〕

30～39歳〔N=168〕

40～49歳〔N=198〕

50～59歳〔N=159〕

60～64歳〔N=72〕

65～69歳〔N=44〕

70～74歳〔N=72〕

75～79歳〔N=44〕

80歳以上〔N=50〕

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に１～２日 年に数回

リニモ

9%

7%

10%

4%

11%

5%

9%

3%

3%

10%

4%

7%

6%

8%

5%

4%

3%

11%

6%

10%

6%

11%

4%

5%

14%

9%

18%

20%

31%

24%

17%

15%

24%

21%

9%

28%

27%

15%

50%

50%

63%

63%

55%

62%

64%

60%

48%

54%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15～19歳〔N=32〕

20～29歳〔N=42〕

30～39歳〔N=81〕

40～49歳〔N=114〕

50～59歳〔N=117〕

60～64歳〔N=39〕

65～69歳〔N=22〕

70～74歳〔N=47〕

75～79歳〔N=33〕

80歳以上〔N=46〕

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に１～２日 年に数回

名鉄バス



- 33 -

4%

4%

5%

2%

10%

3%

4%

17%

9%

3%

4%

11%

10%

18%

4%

17%

18%

48%

21%

10%

9%

22%

21%

40%

17%

82%

48%

66%

87%

81%

67%

80%

58%

52%

49%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15～19歳〔N=11〕

20～29歳〔N=23〕

30～39歳〔N=58〕

40～49歳〔N=68〕

50～59歳〔N=53〕

60～64歳〔N=18〕

65～69歳〔N=10〕

70～74歳〔N=33〕

75～79歳〔N=25〕

80歳以上〔N=41〕

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に１～２日 年に数回

Ｎ－バス

1%

3%

2%

3%

4%

6%

3%

3%

12%

9%

14%

10%

11%

24%

11%

27%

20%

33%

100%

88%

82%

84%

88%

73%

89%

70%

77%

53%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15～19歳〔N=6〕

20～29歳〔N=33〕

30～39歳〔N=74〕

40～49歳〔N=86〕

50～59歳〔N=80〕

60～64歳〔N=37〕

65～69歳〔N=19〕

70～74歳〔N=30〕

75～79歳〔N=30〕

80歳以上〔N=43〕

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に１～２日 年に数回
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（５）公共交通の利用目的

リニモ、名鉄バスではレジャー・社交、買い物、通勤を目的としている割合が高く、Ｎ

－バスでは買い物や行政、金融サービスの利用を目的とする割合が高い傾向が見られた。

また、2017（平成29）年度調査（以下、前回調査）時の結果と比較した場合、各交通
手段ともに利用目的の上位は変わらない傾向となっている。

図 利用目的の推移
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（６）公共交通の行き先

リニモ降車駅は名古屋市営地下鉄東山線と接続する藤が丘駅が最も多く、市内の駅で

は長久手古戦場駅や杁ケ池公園駅への移動が多い結果となった。また、名鉄バス、タク

シーは名古屋市や藤が丘駅への移動が多く、都市間交通としての利用が高い傾向にあっ

た。

Ｎ－バスについては、市役所、愛知医科大学（病院）、イオンモール長久手が上位に位

置し、行政、買い物、通院目的の移動手段として利用されている傾向が見られる。

図 各公共交通の主な行き先

67.7%

21.2%

28.1%

31.6%

3.1%

10.7%

21.6%

0.5%

13.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

藤が丘〔N=645〕

はなみずき通〔N=202〕

杁ケ池公園〔N=268〕

長久手古戦場〔N=301〕

芸大通〔N=30〕

公園西〔N=102〕

愛・地球博記念公園〔N=206〕
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（７）移動の困難さについて

最寄りバス停までの徒歩移動を困難に感じている方の割合は、80歳以上で多さが目立
つ結果となった。また、前回調査時と比較して、各小学校区とも困難を感じる割合が高

くなったが、これは高齢化の進行が影響したものと考えられる。

小学校区別で見た場合は、特に東小学校区でその割合が高い結果となった。

図 年齢層別の最寄りバス停までの移動困難さの割合

図 小学校区別の最寄りバス停までの移動困難さの割合
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（８）公共交通の利用意識

日々の移動手段について、公共交通の利用を第一に考えると回答した割合は比較的高

齢者が多く、若年層ほど公共交通の利用意識は低い傾向が見られる。

また、「公共交通の利用を第一に考える」と選択した回答を小学校区別で見た場合、市

内の中でも東小学校区の回答が最も低い割合となっている。

図 年齢層別に見た公共交通の利用意識

図 小学校区別に見た「公共交通利用を第一に考える」と回答した割合
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（９）市内を移動しやすくするために必要と思う公共交通

前回調査時では「路線と運行ダイヤが決まっている公共交通を市全域で運行する」の

回答が多かったのに対し、2022（令和4）年度調査時では「利用者が多い地域はＮ－バス、
少ない地域はデマンド型を運行」の回答割合が多くなっており、市民が求める交通形態

に関する意識の変化が表れている。

図 市内を移動しやすくするために必要と思う公共交通

（１０）Ｎ－バスの路線別利用実態

三ケ峯線と東部線の利用割合が極めて少ない。

※三ケ峯線の利用者実績値は藤が丘線と同程度の利用があり（p20参照）、アンケー
ト結果と利用実績に差異が生じている。要因は、東小学校の児童が通学時にＮ－

バスを利用しているためである（アンケート調査では15歳以上が対象者であり、
小学生の利用が反映されていない）。

図 Ｎ－バスでよく使う路線
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３－７．市民ワークショップ結果概要

地域公共交通計画の策定にあたり、市民の声を計画に反映するため、日常の移動に対

して感じることや困っていることについて共有したり、市内の公共交通をより使いやす

く魅力あるものにするための案を考えたりする市民ワークショップを行った。

表 市民ワークショップの実施概要

項 目 内 容

実施日・場所

第1回：8月5日（土）午前 長久手市役所（西・北小学校区）

第2回：8月5日（土）午後 杁ケ池体育館（市が洞・南小学校区）

第3回：8月6日（日）午前 福祉の家（長久手・東小学校区）

時間
午前開催 10：00～12：00
午後開催 14：00～16：00

参加者数 計56名

内容

●ワーク1
普段の外出先について

（移動手段、行き先、感じること・困りごと）

●ワーク2
公共交通を使いやすく魅力あるものにするには
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【各回の意見まとめ】

（１）第1回

日時：2023（令和5）年8月5日（土）
午前10時から正午まで

場所：市役所西庁舎3階研修室
参加者数：20名

【ワーク2 その他の特徴的な意見】

◆ワーク1 主な意見

移動手段 よく行く場所の上位 感じること・困りごと

Ｎ－バス

福祉の家/ござらっせ

・待ち時間が長い

・市役所で乗り換える必要がある

・移動に時間がかかる

市役所
・移動に時間がかかる

・市役所前の交差点周辺がいつも混んでいる

モリコロパーク
・土日の早い時間の便がなく使いづらい

・公園西までしかバスが行かない

名鉄バス
福祉の家 ・愛知学院から藤が丘までのルートが遠回り

名古屋駅などの繁華街 ・夜間の本数が少ない

自家用車

福祉の家/ござらっせ ・路線再編前はＮ－バスを利用していた

市役所 ・駐車場が空いていない時がある

愛知医科大学病院 ・医大周辺の農道の通行が危ない

◆ワーク2 主な意見

移動手段 より使いやすくするための案

リニモ

・駅環境の改善（駐車場・階段・椅子の整備）

・料金を安くする

・他の交通機関との連結を増やす

・駅そのものが目的地になるような場所にする

名鉄バス

・バス待ち環境の改善（ミストやベンチ、屋根の整備）

・運賃表示を分かりやすくする

・料金を安くする（運賃の値下げ、市内同一運賃）

Ｎ－バス

・バス本数の増便（東部線や利用度が高い施設）

・バス路線を巡回型、回遊型にする

・三ケ峯ニュータウン方面の運行増便（住宅地の運行や福祉の家との接続）

・拠点をリニモ駅やイオンなどロータリーのある場所に変更

タクシー・

その他全般

・乗合タクシーの導入

・ござらっせのシャトルバスが停まる場所を増やす

・交通弱者への支援（75歳以上の無償化や回数券の一般販売）
・割引等により乗継機能を改善

リニモ ・高齢者の介助や緊急時のために無人駅を有人駅にする

名鉄バス ・バス停を減らして移動時間を短縮

Ｎ－バス
・児童の下校に合わせたダイヤの設定

・快速便の導入

タクシー・

その他全般

・民間会社、大学、社有バスなどを市民も利用可能にする

・ゴルフカートのような小型車両で短路線の移動を支援する

・市内交通に特化したアプリの開発

・ワンコインサービス事業で移動支援を行う
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（２）第2回

日時：2023（令和5）年8月5日（土）
午後2時から午後4時まで

会場：杁ヶ池体育館会議室

参加者数：12名

【ワーク 2 その他の特徴的な意見】

◆ワーク 1 主な意見

移動手段 よく行く場所の上位 感じること・困りごと

Ｎ－バス
愛知医科大学病院

・診療予約の時間に間に合う便が少ない

・行きは便があるが帰りがない

・路線が大きく回り移動に時間がかかる

藤が丘 ・運行時間（本数）が少ない

リニモ 名古屋市 ・不便に感じない

自家用車 市役所 ・Ｎ－バスは本数が少ないため車を使う

徒歩・自転車 アピタ ・普段は徒歩だが荷物が多い時は車を使う

◆ワーク 2 主な意見

移動手段 より使いやすくするための案

リニモ ・料金を安くする

名鉄バス
・乗り方や料金の払い方を分かりやすく示す

・藤が丘発バスの終発をもう少し遅くしてほしい（特に土日）

Ｎ－バス

・運行本数の増便

→1～1.5時間に 1本はバスが欲しい
→医大など利用の多い施設への路線を増やす

→夕方以降の帰りの時間にも本数が増えると良い

・～発～行が分かるような表示にする

・乗継利便性の向上

タクシー・

その他全般

・タクシー70歳以上は 1乗車 200～300円にする（不足分は市の補助）
・買い物リハビリテーションを普及、拡大してほしい

・デマンド交通の導入

→地域を選定して導入

→移動困難者のために予約操作を支援するボランティアが必要

・各種交通手段の運行計画の見える化（アナウンスやマップの改善）

Ｎ－バス
・70歳以上の夫婦を同一の定期券で二人一緒に乗れるようにする
・朝の時間に市役所から医大までの直通便の運行

その他全般
・AIを活用した乗合交通の開発

・自家用車を利用した乗合交通
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（３）第3回

日時：2023（令和5）年8月6日（日）
午前10時から正午まで

会場：福祉の家研修室

参加者数：24名

【ワーク 2 その他の特徴的な意見】

ワーク 1 主な意見

移動手段 よく行く場所の上位 感じること・困りごと

Ｎ－バス

イオン
・本数や時間が合わない

・移動に時間がかかる

アピタ ・本数や時間が合わない

福祉の家/ござらっせ ・乗車時間が長い

名鉄バス 藤が丘 ・朝は本数があるが、夕方は 1時間に 2本しかない

リニモ 藤が丘 ・自宅から駅までの距離が遠い

自家用車

イオン ・休日は混雑していて行けない、渋滞する

アピタ
・荷物が多いのでバスは不便、将来はバスとタクシ

ーを利用する

福祉の家/ござらっせ ・Ｎ－バスでは時間が合わない

愛知医科大学病院 ・Ｎ－バスでは本数や時間が合わない

徒歩・自転車
市役所 ・自分は徒歩で行くが高齢者にはつらそう

福祉の家/ござらっせ ・Ｎ－バスに乗りたいがバス停が遠い

ワーク 2 主な意見

移動手段 より使いやすくするための案

リニモ

・料金を安くする

・公園西駅 IKEA 側のロータリー整備

・ホームまでの移動を円滑にする（階段が多い）

名鉄バス

・料金を安くする

・Ｎ－バスとの重複路線を減らし本数を増やす

・名鉄バスとＮ－バスの共通パスができるといい

Ｎ－バス

・Ｎ－バスの運行本数、運行時間の充実

→14時台の時間で運行して欲しい（特に三ケ峯線）
→帰りの時間帯にバスが少ない

・クリザンテームヒルズやパークサイドヒルズ、県営住宅にバス停を設置

・路線の新設（ジブリパーク行きや福祉の家線の再開）

・Ｎ－バスの拠点を市役所から福祉の家や公園西駅に変更する

タクシー・

その他全般

・乗合タクシーの導入

・地域で助け合えるしくみの支援→「たすけあいカー」の運行拡大

・買い物支援、通院支援サービスの向上

・近距離移動や細かい道に対応した交通手段

Ｎ－バス ・運賃を値上げし、運行サービスの拡充

タクシー・

その他全般

・高齢人口を加味した路線図づくりや運行本数の設定

・妊婦や高齢の方向けの格安デマンドタクシー

・近隣市町が進めている無人バスとの連携

・自家用車での乗合移動
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【全体のまとめ】

ワーク1 普段の外出について

移動手段 行き先

リニモ 藤が丘方面

名鉄バス 藤が丘方面

N－バス 福祉の家、愛知医科大学、市役所、イオン、アピタ、公園西駅など

自家用車、

徒歩、自転車
市内外の各所（スーパー、公共施設、病院など）

移動手段 感じること（○）、困りごと（●）

リニモ ●自宅から最寄り駅までが遠い

●駅に駐車する場所がない

名鉄バス ●午前中と比べて夕方の本数が少ない

N－バス

●本数が少ない（移動したい時間に合う便がない、帰りの便がない）

●行き先と運行ルートが合わない

●乗車時間が長い

●路線の乗り継ぎによる待ち時間が長い（主に市役所での乗り継ぎ）

●他の公共交通との乗り継ぎが不便（リニモ→Ｎ－バスなど）

タクシー ●運賃が高くなる

自家用車

○荷物が多い際には便利

○運転免許証返納後は公共交通を使うようになるだろう

●N－バスを使いたいが使えない（本数、ルート）

●道路渋滞の影響を受ける

徒歩、自転車

○道路渋滞の影響を受けない

●N－バスを使いたいが使えない（本数、ルート、バス停までの距離）

●雨が降ると困る

●高齢者は移動に困難さが伴う（身体的要因など）
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ワーク2 公共交通をより使いやすくするための案

移動手段 より使いやすくするための案

リニモ

・駅環境の改善（駐車場やベンチの整備、目的地となる魅力的な駅づくり）

・料金の改善（運賃、回数券の導入）

・駅までの移動手段の確保

・無人駅へのボランティアの配置

名鉄バス

・バス停環境の改善（ベンチや屋根の設置）

・料金の改善（運賃、シルバーパス、ゴールドパス）

・乗り方案内やバスの行き先表示の改善

N－バス

・運行本数の増便（1～1.5時間に1本）

・ルートの改善

・Ｎ－バス⇔リニモ、Ｎ－バス⇔名鉄バスの割引

・バス停環境の改善（ベンチや屋根の設置）

・ジブリパークなど市内の観光スポットとの関連付け

・高齢者の運賃無料化【市役所、体育館会場】

・運賃を値上げすることによるサービスの充実化【福祉の家会場】

タクシー、

その他手段

・乗合タクシー（デマンド型交通）の導入

・高齢者が安価で気軽に利用できる移動手段の導入

・買い物や通院のための移動支援

市内公共交通

全体

①他の公共交通との乗り継ぎのしやすさ向上

→乗り継ぎ時の割引制度、運行ダイヤの見直し、分かりやすい情報発信

②乗合タクシー（デマンド型交通）の導入

→高齢者などの日常の細かな移動ニーズへの対応

③高齢者や障がい者、子どもなど交通弱者への移動支援策の充実

→バス停のない道の走行、市民主体の移動支援の展開、

福祉施策（買い物リハビリなど）の充実、運賃割引制度
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４．第２次 長久手市地域公共交通網形成計画の評価

４－１．第２次網形成計画の概要

（１）計画及び取組状況

計画期間：2019（令和元）年度から2023（令和5）年度まで
将来像：みんながつながり笑顔があふれる公共交通

基本方針：①各公共交通の連携

②まちの変化への対応と持続性の確保

③多様な移動ニーズへの対応

④利用促進による維持・活性化

計画事業：下記の表のとおり実施

表 第２次網形成計画における計画事業の実施状況

取組状況

⑴ 公共交通網の確保・維持 ・各公共交通ともに継続運行中

⑵

利用状況やニーズに応じた
バス路線への見直し

①Ｎ－バスの見直し（路線・案内表示等）
②市外に接続する公共交通機関との連携

・2021（令和3）年4月にルート再編を実施
・2022（令和4）年4月に運賃改定（65歳以上の運賃有料化）

⑶ 移動困難者への支援の拡充

・市が運転免許の自主返納者に対して 5,000円分のマナカ
チャージ券又は6,600円分のN-バス回数券を交付
・2018（平成30）年、2019（令和元）年に定額乗合タクシーの
「Ｎ－タク」試験運行を実施（本格運行は見送り）

⑸ 企業と連携した公共交通利用促進の展開
・イオンモール長久手など大型商業施設と交通事業者が連携
し、公共交通利用者に対するインセンティブ付与を継続中

⑹ 市民参加型の利用促進の展開・継続 ・公共交通応援隊の活動を交通事業者と連携して実施

⑺ 公共交通マップの更新 ・2021（令和3）年度のＮ－バス路線再編に合わせて更新

⑻ 周知・広報活動の強化
・公共交通に関する情報を市のホームページに掲載
・2022（令和4）年にＮ－バスカプセルトイを販売

⑼ 各関係機関と連携した利用促進の展開
・「リニモウォーキング」や「リニモスタンプラリー」など沿
線施設と連携したイベントを定期的に実施（リニモ事業者）

⑽
定期的な利用データ取得のための公共交通利
用実態調査

・2019（令和元）年度にＮ－バス利用者アンケート調査を実施
・2022（令和4）年度に公共交通に関する市民アンケート調査
を実施
・毎年度Ｎ－バスの乗降調査を実施

主要施策と計画事業

⑷
Ｎ－バス及び新しい移動サービスの見直しの
仕組みづくり

・「Ｎ－タク」試験運行を実施（再掲）
・庁内のネットワーク調査研究会において、Ｎ－バスの運行状
況を評価するための基準の構築を検討中
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（２）主な計画事業の実施状況

乗合タクシー（2018（平成30）年、2019（令和元）年に実証実験）

高齢者を中心とした移動困難者を対象に、ドア・ツー・ドアの新しい移動サ

ービス（定額乗合タクシー「Ｎ－タク」）の試験運行を、2018（平成30）年、2019
（令和元）年の2か年で行った。
公共交通に加えて、新たな移動手段を運行することで「移動困難者の外出促

進」を目指したが、既存の公共交通利用者により、公共交通の代替手段として

利用されるケースが大半であった。そのため、「移動困難者の外出促進」に関し

ては効果が見られない結果となり、実装には至らなかった。

表 Ｎ－タクの実施概要

資料：長久手市

項目 2018（平成30）年 2019（令和元）年

実施期間 2か月間（平日のみ） 2か月間（平日のみ）

運行時間帯 7:45～16:30 8:00～16:30

対象者

あったかぁど保有者

・65歳以上の市民

・12歳以上の障がい者

①一般利用者

・75歳以上の市民

・12歳以上の障がい者

・運転免許証自主返納者

・要支援・要介護者

・介護事業対象者

・運転免許非保持者等の移動困難者

②モニター

※条件は上記①と同じ

利用方法 電話、スマホ（当日予約）
電話、スマホ

（一週間前から予約可、事前登録制）

利用可能

エリア
市内全域 市内全域

料金 500円

対象者①及び付添人

・300円/人・回（片道）

対象者②

・無料乗車回数券20枚配布

支払方法 現金、クレジットカード 現金、クレジットカード

借上車両
セダン型1台

ジャンボ2台

セダン型1台

ジャンボ1台

登録者数 登録制度なし
346人

（一般利用者202人、モニター144人）

実利用者数 152人
184人

（一般利用者84人、モニター100人）

延べ

利用回数
696回

1487回

（一般利用者453人、モニター1034人）
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４－２．第２次網形成計画の方針ならびに目標の達成状況

前計画で位置づけた基本方針ならびに目標値について、各公共交通の利用状況や市民・利用者アンケート等より、それぞれの達成状況を確認する。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた利用者数にかかわる指標を除けば、概ね達成している状況にある。

目 標 評価指標
策定時

2017（平成29）年度

目標値

【2023（令和5）年度】

最終評価

【2022（令和4）年度】
達成状況

【全体目標】

市内公共交通の

利用者数の増加

・市内各公共交通の

利用者数

・リニモ：4,138,781人/年
（市内6駅の乗車客数）

・名鉄バス：794,000人/年
（市内バス停利用者数）

・Ｎ－バス：261,821人/年
※2017（平成29）年度実績

・リニモ：4,390,000人/年
（市内6駅の乗車客数）

・名鉄バス：794,000人/年
（市内バス停利用者数）

・Ｎ－バス：271,000人/年

・リニモ：3,755,000人/年
（市内6駅での乗車客数）

・名鉄バス：約728,000人/年
（市内バス停乗車客数）

・Ｎ－バス：132,734人/年
※2022（令和4）年度実績

・リニモ 【未達成】

・名鉄バス 【未達成】

・Ｎ－バス 【未達成】

【方針１目標】

市内公共交通の

利便性の向上

・各公共交通の利用してい

る人の割合の増加

・リニモ ：54.0％
・名鉄バス：34.5％
・Ｎ－バス：22.9％

※2017（平成29）年市民アンケート調査

・リニモ ：57％以上
・名鉄バス：37％以上
・Ｎ－バス：25％以上

・リニモ ：62.7％
・名鉄バス：38.7％
・Ｎ－バス：23.1％

※2022（令和4）年市民アンケート調査

・リニモ 【達成】

・名鉄バス 【達成】

・Ｎ－バス 【未達成】

※Ｎ－バスは策定時より向上

【方針２目標】

効率的な

公共交通の確保

・隣接市コミュニティバス

と接続していることの

効果の向上

・54.1％
（「役に立った」「やや役に立った」

の回答割合の合計）

※2017（平成29）年市民アンケート調査

60％以上 82.3％
※2022（令和4）年市民アンケート調査

【達成】

・Ｎ－バスの1便当たり
利用者数の増加

・Ｎ－バス：9.8人/便
※2017（平成29）年度実績 Ｎ－バス：11.4人/便 Ｎ－バス：9.5人/便

※2022（令和4）年度実績
【未達成】

【方針３目標】

公共交通に

対する

満足度の向上

・公共交通を便利にする取

組の満足度の向上

・19.7％
（「満足」「ほぼ満足」

の回答割合の合計）

※2017（平成29）年市民アンケート調査

25％以上 22.1％
※2022（令和4）年市民アンケート調査

【未達成】

※策定時より向上

【方針４目標】

公共交通に対する

市民意識の向上

・公共交通利用を考える

意識の向上

・22.1％
（「公共交通利用を第一に考える」

の回答割合の合計）

※2017（平成29）年市民アンケート調査

25％以上 26.9％
※2022（令和4）年市民アンケート調査

【達成】

・各公共交通を利用しない

理由で「バスがどのよう

に走っているか分から

ない」という回答割合の

減少

・名鉄バス：24.5％
・Ｎ－バス：28.1％

※2017（平成29）年市民アンケート調査

・名鉄バス：20％未満
・Ｎ－バス：20％未満

・名鉄バス：16.7％
・Ｎ－バス：19.5％

※2022（令和4）年市民アンケート調査

・名鉄バス 【達成】

・Ｎ－バス 【達成】
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４－３．評価結果の要因と分析

① 【全体目標】市内公共交通の利用者数の増加

【評価指標】市内公共交通の利用者数（人/年）

2020（令和2）年より新型コロナウイルス感染症拡大による外出自粛や人流の抑制の影
響もあり、全体として策定時の利用者数を大きく下回る結果となった。

また、リニモ、名鉄バスに関しては2021（令和3）年以降回復傾向となっているが（p15、
p18参照）、Ｎ－バスは2022（令和4）年4月から実施された65歳以上の運賃有料化の影響
もあり、2022（令和4）年度も減少傾向が続いた（p19参照）。

② 【方針１目標】市内公共交通の利便性の向上

【評価指標】各公共交通を利用している人の割合の増加（％）

Ｎ－バスについては目標値を下回る結果となった。その要因として、全体目標と同様

に、2022（令和4）年度より65歳以上の運賃有料化の影響が表れていると考えられる。

図 各公共交通を利用している人の割合（再掲）

4.8%

1.8%

3.9%

13.3%

38.8%

37.4%

0% 20% 40% 60% 80%

週に５日以上〔N=73〕

週に３～４日〔N=27〕

週に１～２日〔N=60〕

月に１～２日〔N=202〕

年に数回〔N=591〕

利用していない〔N=569〕

リニモ

2.4%

2.4%

3.6%

8.2%

22.0%

61.3%

0% 20% 40% 60% 80%

週に５日以上〔N=37〕

週に３～４日〔N=37〕

週に１～２日〔N=55〕

月に１～２日〔N=124〕

年に数回〔N=334〕

利用していない〔N=930〕

名鉄バス

＝62.7％

目標57％以上

【達成】

＝38.7％

目標37％以上

【達成】

0.2%

1.0%

1.8%

4.5%

15.5%

76.9%

0% 20% 40% 60% 80%

週に５日以上〔N=3〕

週に３～４日〔N=15〕

週に１～２日〔N=28〕

月に１～２日〔N=69〕

年に数回〔N=236〕

利用していない〔N=1168〕

Ｎ－バス

＝23.1％

目標25％以上

【未達成】
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③ 【方針２目標】効率的な公共交通の確保

【評価指標】隣接市コミュニティバスと接続していることの効果の向上（％）

Ｎ－バスの1便当たりの利用者数の増加（人/便）

全体目標と同様に、2020（令和2）年より新型コロナウイルス感染症拡大による人流の
抑制や、Ｎ－バスの高齢者運賃有料化などの影響を受け、Ｎ－バス1便当たりの利用者数
についても目標を達成できない結果となった。

図 隣接市コミュニティバスと接続していることの効果

図 Ｎ－バスの1便当たりの利用者数

47.0%

35.3%

17.7%

0% 20% 40% 60%

役に立っていると思う〔N=284〕

少し役に立っていると思う〔N=213〕

あまり役に立っていると思わない〔N=107〕

＝82.3％

目標60％以上

【達成】
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線
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線
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線

東
部
線

三
ケ
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線

合
計

（
人
／
便
）

＝9.5人/便

目標11.4人/便

【未達成】
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④ 【方針３目標】公共交通に対する満足度の向上

【評価指標】公共交通を便利にする取組の満足度の向上（％）

計画策定時の値から上昇したものの目標値は下回る結果となった。

図 公共交通を便利にする取組の満足度

⑤ 【方針４目標】公共交通に対する市民意識の向上

⑤【方針４目標】公共交通に対する市民意識の向上

【評価指標】公共交通利用を考える意識の向上（％）

各公共交通を利用しない理由で「バスがどのように走っているか分からな

い」という回答割合の減少（％）

いずれの指標も目標達成することができ、市民意識の向上が見られた。

図 公共交通利用を考える意識の向上

5.3%

16.8%

56.9%

13.1%

7.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

満足〔N=70〕

やや満足〔N=223〕

普通〔N=754〕

やや不満〔N=174〕

不満〔N=105〕

22.1％

＝22.1％

目標25％以上

【未達成】

11.8%

12.1%

3.0%

40.7%

27.8%

4.6%

0% 20% 40% 60%

公共交通利用を第一に考え公共交通で行けるところに行くように

する〔N=176〕

公共交通利用を第一に考えどうしても公共交通で行けない場合

に車利用を考える〔N=180〕

公共交通利用を第一に考えどうしても公共交通で行けない場合

は行くことを控える〔N=44〕

公共交通で行けるかどうかを考え、車で行くかを選択する

〔N=606〕

公共交通で行けるかどうかを考えない〔N=413〕

その他〔N=69〕

26.9％ ＝26.9％

目標25％以上

【達成】
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図 公共交通を利用しない理由で「どのように走っているか分からない」という回答の割合

名鉄バス

15.4%
18.9%

5.9%
10.2%
14.9%

8.4%
5.7%

1.2%
2.3%
2.2%
3.9%

11.0%
66.5%

18.8%
16.7%

4.0%
8.7%

0% 20% 40% 60% 80%

移動したい方向とルートが合っていない〔N=143〕

運賃が高い〔N=176〕

公共交通を乗り継ぐと運賃が高い〔N=55〕

運行本数が少ない〔N=95〕

自宅や目的地からバス停が遠い〔N=139〕

乗りたい時間に運行していない〔N=78〕

目的地まで時間がかかる〔N=53〕

始発の時間が遅い〔N=11〕

最終便の時間が早い〔N=21〕

時刻表どおりに来ない〔N=20〕

乗換えが不便〔N=36〕

送迎してくれる方がいる〔N=102〕

車の方が便利〔N=618〕

徒歩や自転車で行ける距離だから〔N=175〕

名鉄バスがどのように走っているか知らない〔N=155〕

Ｎ－バスで移動できる〔N=37〕

その他〔N=81〕

＝16.7％

目標20％未満

【達成】

33.0%

1.5%

33.1%

9.0%

28.8%

13.5%

4.3%

6.2%

1.0%

10.1%

8.5%

66.4%

21.3%

19.4%

7.3%

0% 20% 40% 60% 80%

移動したい方向とルートが合っていない〔N=386〕

運賃が高い〔N=18〕

運行本数が少ない〔N=387〕

自宅や目的地からバス停が遠い〔N=105〕

乗りたい時間に運行していない〔N=336〕

目的地まで時間がかかる〔N=158〕

始発の時間が遅い〔N=50〕

最終便の時間が早い〔N=72〕

時刻表どおりに来ない〔N=12〕

乗換えが不便〔N=118〕

送迎してくれる方がいる〔N=99〕

車の方が便利〔N=775〕

徒歩や自転車で行ける距離だから〔N=249〕

Ｎ－バスがどのように走っているか知らない〔N=227〕

その他〔N=85〕

Ｎ－バス

＝19.4％

目標20％未満

【達成】
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５．長久手市地域公共交通計画策定における現状・課題の整理

５－１．長久手市の現状と課題

（１）現状と課題の整理

第2章から第4章で示した現状を、市内概況、市民アンケート結果、市民ワークショップ結果の
3つの視点別に整理する。

視 点 現 状 ・ 課 題

①
市
内
概
況

（１）市の現状
・人口は西部に集中し、北部から東部では高齢者割合が高い。

・高齢化の進行により、移動困難者の増加も想定される。

・市民の移動手段は自動車が多く、公共交通の利用は少ない。

・南東部の三ケ峯地区で民間の宅地開発が推進中。

・高齢化に伴う扶助費等の増加により市の財政状況は今後厳しく見込み。

（２）各公共交通の現状

・リニモ・名鉄バスは市内外を結ぶ基幹交通、Ｎ－バスは市内移動を補完。

公共交通以外にも、福祉有償運送やスクールバスなども運行。

・西部は各公共交通が運行している。東部では名鉄バスはほとんど運行していない。

・コロナ禍で各公共交通の利用者が減少したが、回復傾向である。

・Ｎ－バスについて、路線別の利用の偏りや名鉄バス路線との重複部分がある。

②
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

（１）公共交通の移動ニーズ

・各公共交通の利用割合はリニモが最も高く、名鉄バス、Ｎ－バス、タクシーの順となる。

・利用しない理由として、リニモは駅までの遠さ、名鉄バス・Ｎ－バスでは運行本数やルー

トの不足が多い。

（２）各公共交通の利用状況
・各公共交通ともに買い物のための利用が目立つ。病院や公共施設への利用もある。

・Ｎ－バス、タクシーは高齢者、リニモは若年層の利用頻度が高い。

名鉄バスは年齢での差異は小さい。

（３）高齢化に伴う移動困難者の増加

・最寄りバス停までの徒歩移動困難者は前回調査時より増加。

特に東小学校区で割合が高い。

（４）公共交通に対する利用意識

・高齢化の進行が見込まれる中、市内を移動しやすくするため必要と思う公共交通は、

「利用が少ない地域はデマンド型を運行」が約5割を占めるまでに増加。
・公共交通の利用を優先して考える方の割合は前回調査時より増加。高齢者が多い。

・リニモと比べて名鉄バス、Ｎ－バスがどのように走っているか知らない人が多い。
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視 点 現 状 ・ 課 題

③
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
結
果

＜各公共交通への市民の声＞

（１）リニモ

・主な行き先は藤が丘方面。

・リニモ駅に駐車する場所が無い。

（２）名鉄バス

・主な行き先は藤が丘方面。

・午前中は本数が多いが、夕方以降は少ない。

（３）Ｎ－バス

・主な行き先は市役所や愛知医科大学病院、福祉の家などの市内施設。

・運行本数が少なく、利用したい時間に便が無い。

・路線が大回りで乗車時間が長い。

・乗り継ぎが不便（リニモ→Ｎ－バス、Ｎ－バス→Ｎ－バス）。

（４）タクシー

・病院に行きたいが行き帰りの運賃が病院代より高くなってしまう。

（５）その他（自家用車、徒歩、自転車）

・道路の渋滞が多い。

・Ｎ－バスでは路線や本数が適さないため自家用車を使う。

・車で移動しようとしても道が混んでいるため歩いてしまう。

＜より使いやすくするための案＞
・公共交通同士の乗り継ぎのしやすさの向上。

・乗合タクシー（デマンド型交通）など新しい交通手段の導入。

・高齢者や障がい者、子どもなど交通弱者への移動支援策の充実。

・Ｎ－バスの増便や拠点変更、ルート改善、料金値上げによるサービス充実。
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（２）現状と課題の特徴

整理した現状と課題から、その特徴を下記の4点にまとめる。

自動車利用が多い

市内全域に公共交通網が広がっているが、日々の移動の選択肢に公共交通を考える割合は少な

い。利用しない理由としては、駅までの距離や運行サービスと移動ニーズの不一致、バスの運行

状況の認知不足などがある。

高齢化の進行への対応

高齢者は公共交通を優先して利用する方が多い。

しかし、バス停までの徒歩移動困難者が増加しており、もともと公共交通を利用していたが利

用できなくなる方、外出を控える方などが増えてくると推測される。加えて、運転免許証を返納

し、車利用から公共交通利用へ転換する方も増加すると見込まれる。

また、高齢化を見据え、市内を移動しやすくするために必要だと思う公共交通に関する市民意

識も変化している。

公共交通間の連携強化

市内の公共交通網は西部を中心に充実しているが、公共交通同士の乗り継ぎでの利用が不便と

の声が挙がっている（特にリニモ→Ｎ－バス、Ｎ－バス→Ｎ－バス）。また、名鉄バスとＮ－バス

の路線重複も生じており、事業者間でより連携を強化して取り組む必要がある。

市の東西で地域特性が異なる

市西部は人口が多く、公共交通網も充実している。

市東部は人口が西部より少なく、高齢者割合も高い。公共交通網は主にリニモとＮ－バスで構

成されているが、Ｎ－バス東部線の利用が他路線と比べて少ない状況である。

主 な 課 題

主 な 現 状
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５－２．小学校区ごとで見た地域特性と課題

本市は、市の東西で地域特性が異なることが特徴の一つであるが、小学校区別で地域

特性と課題を整理することで、地域のニーズにあった取組の展開を目指す。

市西部の小学校区（北、西、市が洞、南）には、人口集積が東部と比べて高くなってい

る。また、公共交通網も比較的集中しているが、リニモ駅までの距離が長い小学校区も

ある。

一方、市東部の小学校区（長久手、東）では人口集積が低く高齢化率が高い傾向にあ

る。また、Ｎ－バス利用者数も少なく、徒歩移動困難の割合も高い状況にある。

図 小学校別で見た地域特性、課題

人口集積 高齢化率
リニモ駅との

距離
Ｎ－バス
利用者

最寄りバス停までの
徒歩移動

北小学校
【約13,700人】

名鉄バス N-バス 北東部で低 低 長 多 困難の割合低

西小学校
【約8,700人】

リニモ 名鉄バス N-バス 高 低 短 多 困難の割合低

市が洞小学校
【約11,600人】

名鉄バス N-バス 高 低 長 多 困難の割合低

南小学校
【約11,700人】

リニモ 名鉄バス N-バス 高 低 短 多 困難の割合低

長久手小学校
【約8,800人】

リニモ 名鉄バス N-バス 北部で低 高 長 東部線で少 困難の割合低

東小学校
【約6,300人】

リニモ N-バス 低 高 長 東部線で少 困難の割合高

地域特性・課題
小学校区

【区域の人口】
地区の主な路線

【北小学校区】

【西小学校区】

【長久手小学校区】

【東小学校区】

【南小学校区】

【市が洞小学校区】
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６．長久手市地域公共交通計画

６－１．計画概要

（１）計画対象地域

長久手市の公共交通ネットワーク全体のあり方を取り扱うことから、計画対象地域は

長久手市全域とする。

（２）計画期間

上位計画、関連計画の計画期間と整合を図りつつ、５年後を見据えて【2024（令和6）
年から2028（令和10）年】までとする。

（３）市内公共交通の定義づけ

将来像や基本方針を示すうえで、市内公共交通の役割を下記のように定義づける。

表 長久手市の交通手段の役割

分類 交通手段 役割 機能

地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

公
共
交
通

リニモ

市内を東西に運行しており、広域的な公共交通ネットワ

ークの形成を担う路線であるとともに、市内の公共交通

の骨格となっている。

基幹交通

名鉄バス
市西部を中心に路線網が整備されており、市内の公共交

通の基幹的な役割を担っている。
基幹交通

Ｎ－バス

リニモ・名鉄バスを補完する形で路線網を形成しており、

市内の交通空白地解消や公共施設の利便性向上、交通弱

者の社会参加の促進、子育て支援を目的として運行して

いる。

補助交通

タクシー

「つばめグループ あんしんネットあいち」と「カナレタ

クシー」の2事業者が市内に営業所を有しており、定時定
路線に縛られない公共交通として、市内全体の移動をカ

バーしている。

個別輸送

くるりんばす

五色園線

（日進市）

日進市のコミュニティバス。日進市役所～長久手古戦場

駅を運行している。名古屋市や豊田市方面への通勤や通

学、買い物利用の足として長久手市と日進市の都市間移

動を担っている。

市外の

公共交通

本地線

（瀬戸市）

瀬戸市コミュニティバス。愛知医科大学へと乗り入れる

形で長久手市と接続している。リニモと併せて瀬戸市と

の都市間移動を担っている。

あさぴー号

（尾張旭市）

尾張旭市コミュニティバス。尾張旭市役所を起終点とす

る路線であり、愛知医科大学へと乗り入れる形で本市と

接続しており、尾張旭市との都市間移動を担っている。

新城名古屋

藤が丘線

豊鉄バスが運行する高速乗合バス「山の湊号」。新城市と

藤が丘駅、長久手古戦場駅を接続する路線である。新城

市からは名古屋圏への通勤通学を、名古屋市方面からは

観光を主な目的として広域的な都市間移動を担ってい

る。

その他

福祉有償運送などの移動手段が市内に運行しており、既

存の公共交通では対応しきれていない移動ニーズをカバ

ーしている。また、福祉などの施策の一環として、輸送

が提供されている事例もある。

地域の

移動資源
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６－２．公共交通計画の基本的な方針

公共交通の現況や課題を改善するための取組を推進することに先立ち、将来像及び基

本方針を定め、より良い公共交通の実現を目指す。

（１）将来像

～ 将 来 像 ～

さまざまな移動手段が共生し、つながりのある公共交通

市内の公共交通はリニモや名鉄バス、Ｎ－バス、タクシーがあるほか、名古屋市営バスや瀬

戸市、尾張旭市、日進市のコミュニティバス、新城名古屋藤が丘線など市外の路線も運行して

いる。

これらの公共交通網により市内外のさまざまな場所とつながっている。加えて、公共交通以

外の移動手段（福祉有償運送など）も地域の移動を担っている。

各公共交通とそれ以外の移動手段が地域で「共生」していることから、これらを一つのネッ

トワークとして「地域交通ネットワーク」を構築し、「つながり」を強化することで、地域特性

や一人ひとりの移動ニーズに対応し、市民の移動を支えていく。



- 58 -

（２）基本方針

（ 現 状 と 課 題 ） （ 基 本 方 針 ）

～ 将 来 像 ～

さまざまな移動手段が共生し、つながりのある公共交通

長久手市地域公共交通計画

※「地域共創」とは、公共交通や地域の移動資源、各交通事業者や民間事業者、市民、行政などが、そ

れぞれの役割を果たすとともに、相互に連携し、不足する役割を補い合うことを指す。

基本方針１：地域共創（※）による地域交通ネットワークの確保・維持・改善

１－２：既存の公共交通同士の連携の強化

・現在はリニモ・名鉄バスが主に市外との移動を、Ｎ－バスが主に市内の移動を担ってい

る。市内外の様々な公共交通との連携を強化し、公共交通間の乗り継ぎ性の改善などに

取り組む。

１－１：地域の移動特性に合った便利で持続可能な公共交通体系の確保

・地域ごとに公共交通の利用特性が異なることから、各公共交通の役割を明確にしつつ、

路線再編や新たな移動手段の導入も含めて、地域特性に合った利便性と持続性のある公

共交通体系を確保する。

１－３：各利用者層の移動ニーズに適した地域交通ネットワークの構築

・移動困難者の増加や利用者年齢層の偏りなどがあることから、利用者層ごとの移動ニー

ズを把握し、公共交通や地域の様々な移動資源を総動員したネットワークを構築するこ

とで、あらゆる年齢層の方が公共交通を移動手段の一つとして検討し、自家用車に頼ら

ず外出できる環境づくりを進める。

２－１：公共交通を身近に感じられるための利用促進と情報発信の強化

・公共交通が利用されない要因の一つとして運行状況そのものの認知不足があげられる。

公共交通を使った移動が日々の移動の選択肢になるように、年齢層に合った情報提供や

周知・利用促進のための活動を進める。

●西部は人口が多く、公共交通網が充実 ●東部は人口、公共交通網ともに少ない

市の東西で地域特性が異なる

●公共交通を利用する方は高齢者が比較的多いが、多様なニーズがある

高齢化の進行への対応

基本方針２：公共交通の利用促進の充実

●公共交通間を乗り継いだ利用が少ない ●バスの路線重複がある

公共交通間の連携の強化

●駅までの距離や運行サービスと移動ニーズの不一致、バスの運行状況の認知不足など

により、日々の移動の選択肢に公共交通を考える人が少ない

自動車利用が多い
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６－３．基本方針を実現するための取組の方向性

前述のとおり、市東部と市西部で地域特性が異なることから、基本方針を実現するた

めの取組の方向性を地域の現状に合わせて定める。

基幹的な公共交通路線が充実している市西部においては、既存の交通手段についての

利用促進の強化を、市東部においては、人口の集積や高齢化の進行、公共交通の利用実

態への対応を図るため、公共交通ネットワーク改善の検討を重点的に取り組む方向性で

基本方針の実現を目指す。

図 地域ごとの取組の方向性

【市西部】

利用促進の強化

【市東部】

公共交通ネットワーク改善の検討
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６－４．計画目標及び評価指標

公共交通の将来像実現のため、基本方針に対する目標と評価指標を次のとおり定める。

目標の検証年度はアンケート調査を基準とするものは2028（令和10）年度、利用者数やイベント等の取組に関しては毎年度とする。また、状況に応じて目標値の再評価を行う。

将来像

さまざまな交通手段が共生し、つながりのある公共交通

基本方針（計画目標） 評価指標 現況値
目標値

【2028（令和10）年度】
目標値について

基本方針１：

地域共創による地域交通

ネットワークの確保・維持・改善

・市内基幹交通

（リニモ、名鉄バス）

及び補助交通（Ｎ－バス）

の利用者数合計

【合計】

4,615,734人/年

【参考】

・リニモ：3,755,000人/年
（市内6駅での乗車客数）
・名鉄バス：約728,000人/年
（市内バス停での乗車客数）

・Ｎ－バス：132,734人/年

※2022（令和4）年実績値
※2022（令和4）年はコロナ禍による影響有

【合計】

5,317,000人/年

【参考】

・リニモ：4,386,000人/年
（市内6駅の乗車客数）
・名鉄バス：790,000人/年
（市内バス停の乗車客数）

・Ｎ－バス：141,000人/年

リニモ ：中期経営計画（R4~R6）の伸び率を参考に、緩や
かに増加傾向。

名鉄バス：コロナ禍後の実績の回復を見込み、2023（令和5）
年度推計値は増加傾向。2024（令和6）年度以降は
回復の高止まりが想定されるため、現況維持。

Ｎ－バス：人口増加の伸び率の変化や路線見直し直後の利用

者数減少を考慮し、増加傾向。

※運行状況に大きな変化があった場合は都度、目標値の再評価を行う。

・公共交通を便利にする取組の

満足度向上

（満足割合の増加）

22.1％

（「満足」「ほぼ満足」の回答割合

の合計）
※2022（令和4）年市民アンケート調査

25％以上 2022（令和4）年調査では前回調査時より約2.5％の上昇が見ら
れたため、同水準の上昇を目指す。

基本方針２：

公共交通の利用促進の充実

・公共交通利用を考える意識の

向上

（利用を考えない割合の減少）

27.8％

（「公共交通で行けるかどうかを

考えない」の回答割合）
※2022（令和4）年市民アンケート調査

20％未満
「公共交通で行けるかどうかを考えない」と回答する割合を減

らすことで、公共交通利用を日々の移動の選択肢として考える

人の増加を目指す。

・利用促進に関する市の取組の

拡大

2種類

【内訳】

・Ｎ－バスカプセルトイ

・公共交通応援隊キッズイベント
※2022（令和4）年度の利用促進に係る取組

5種類
公共交通の利用促進に係るイベント等の取組について、既存取

組の維持及び新規取組（広報や市公式LINEでの情報発信、乗り
方講座など）の増加を目指す。

・各公共交通を利用しない理由

で「バスがどのように走って

いるか分からない」という回

答割合の減少

名鉄バス：16.7％
Ｎ－バス：19.5％

※2022（令和4）年市民アンケート調査

名鉄バス：14％未満
Ｎ－バス：17％未満

バスを利用しない人のうち、「バスがどのように走っているか

分からない」と回答する人を以下の割合まで下げることを目標

値として設定した。

名鉄バス：6人に1人→7人に1人
Ｎ－バス：5人に1人→6人に1人
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６－５．計画の目標を達成するために行う事業・実施主体

本市が目指す公共交通の将来像と基本方針を踏まえて、よりよい公共交通体系を形成す

るために、以下の事業に取り組む。事業は、2024（令和6）年から2028（令和10）年の5
年間で実施する。

表 計画事業及びその実施主体とスケジュール

※： 検討 実施・継続

種

別
対応する

基本方針
計画事業 実施主体

実施時期の目安（年度）

2024 2025 2026 2027 2028

１
．
公
共
交
通
の
確
保
・
維
持
・
改
善

基本方針１

地域共創

による

地域交通

ネットワーク

の確保・

維持・改善

（1）基幹交通（リニモ・名鉄
バス）の維持

交通事業者

（2）地域特性に合った補助交
通（Ｎ－バス）の確保

①Ｎ－バスの路線見直し

②Ｎ－バスと市外の公共交

通機関との連携

③新たな移動手段導入の

検討

交通事業者
長久手市
市民

（3）移動困難者や交通弱者へ
の移動手段の確保・維持

交通事業者
福祉事業者
民間事業者
市民

長久手市

（4）公共交通の乗り継ぎの
利便性向上

交通事業者
長久手市

２
．
利
用
促
進
方
策

基本方針２

公共交通の

利用促進の充実

（5）各関係機関と連携した
利用促進の展開

①長久手市の関連施策との

連携

②関係機関との連携

関係機関
長久手市

（6）市民参加型の利用促進の
展開・継続

市民
交通事業者
長久手市

（7）周知・広報活動の強化 交通事業者
長久手市

（8）公共交通マップの更新 交通事業者
長久手市

３
．
調
査

－

（9）定期的な利用データ取得
のための公共交通利用実

態調査

長久手市



- 62 -

（１）基幹交通（リニモ、名鉄バス）の維持

長久手市の基幹交通として運行するリニモ及び名鉄バスは市民や市外からの来訪者の移動

手段として欠かせない存在となっている。

コロナ禍の影響で大きく減少した市内公共交通の利用者数は、リニモ、名鉄バスは2021（令
和3）年以降、回復傾向で推移した。今後も各基幹交通の運行を維持していく。

（２）地域特性に合った補助交通（Ｎ－バス）の確保

①Ｎ－バスの路線見直し

長久手市は市の東西で交通網の状況や人口特性が異なっている。地域別の課題として、市

西部においては、名鉄バスとの路線重複、市東部では交通手段の選択肢の少なさなどもある。

小学校区別で見ても、人口集積や徒歩移動困難者の割合など、校区ごとに特徴がある。

市民アンケート調査結果では、Ｎ－バスの満足度は向上しているものの、Ｎ－バスを利用

しない理由として、運行本数の少なさや運行時間の不足との回答が多くあった。また、市民

ワークショップにおいても同様の意見が出た。

効率的な運行の実現、自家用車から公共交通への転換を促進するためにも、地域特性や移

動ニーズに対応したネットワークの確保及び見直しの検討を進める。

・実 施 主 体：交通事業者

・実施・継続：2024（令和6）～2028（令和10）年度
・事 業 内 容：市内外の移動を担う基幹交通（リニモ、名鉄バス）の路線を維

持する。

・実 施 主 体：交通事業者、長久手市、市民

・検 討：2024（令和6）～2026（令和8）年度
・実施・継続：2027（令和9）～2028（令和10）年度
・事 業 内 容

① Ｎ－バスの路線見直し

移動ニーズに対応しつつ効率的に運行するため、路線体系の見直しを検

討する。

② Ｎ－バスと市外の公共交通機関との連携

名鉄バスや隣接市コミュニティバスと接続する愛知医科大学病院や長久

手古戦場駅において、接続利便性に配慮した路線体系を検討する。

③ 新たな移動手段導入の検討

市内移動の効率性と利便性の改善のため、新たな移動手段の検討を行い

地域課題の解消を図る。
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②Ｎ－バスと市外の公共交通機関との連携

市内から近隣市町への行き先は名古屋市が最も多い。市民アンケート結果からも、リニモ

や名鉄バスでの行き先として名古屋市や藤が丘を挙げる回答が多くあった。

また、隣接する尾張旭市や瀬戸市、日進市からの流入人口も多い。

Ｎ－バスと愛知医科大学病院、長久手古戦場駅で接続する市外の公共交通機関との乗り継

ぎについて、隣接自治体や交通事業者と連携しながら検討し、利便性の向上に努める。

表 交通結節点と接続するバス路線

③ 新たな移動手段導入の検討

今後長久手市では、扶助費等の増加に伴い財政状況が厳しくなることが予想されることか

ら、より効率的な運行を進める必要性がある。

また、Ｎ－バスでは路線別の利用者数に偏りがあることから、デマンド型交通等、地域の

ニーズに対応する新たな交通形態の導入も含めて検討を進める必要がある。

そのためにも交通事業者（バス・タクシー）、各関係機関等との調整を図りながら、市民

とも積極的に意見交換し、地域に必要とされる適切な移動手段を検討する。

図 Ｎ－バスの路線別利用実績（R4年度における1日平均利用者数）

資料：長久手市

交通結節点
Ｎ－バスとの接続利便性の向上を図る

バス路線

愛知医科大学病院

・名鉄バス

・尾張旭市あさぴー号

・瀬戸市コミュニティバス

長久手古戦場駅
・名鉄バス

・日進市くるりんばす
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（３）移動困難者や交通弱者への移動手段の確保・維持

最寄りバス停までの移動困難者は2017
（平成29）年アンケート調査時から増加
しており、その割合は特に東小学校区で

高くなっている。今後の高齢化の進行や

運転免許証返納者の増加を見据えなが

ら、移動困難者への支援を検討する必要

がある。

現在、公共交通以外の地域の移動資源

として、福祉有償運送が運行しており、移

動困難者の移動を支えている。

また、買い物リハビリ（※1）など福祉施策の一環として輸送が行われている事例や、一部
の地域で実証実験として実施している、地域の人同士の支え合いによる「たすけあいカー」な

どの取組も行われている。これらに関連して、地域内での短距離移動への対応として、グリー

ンスローモビリティ（※2）のような移動手段の導入に関する調査・研究も進める必要がある。
合わせて、後述する「（７）周知・広報活動の強化」と関連して、公共交通と地域の移動資源

の情報を集約し、地域交通ネットワークとして構築することで、あらゆる年齢層に合わせた情

報発信の仕組みづくりを行う。

※1 スーパーの店内で行う、買い物もできる送迎付き運動教室

※2 時速20km未満で公道を走ることができる電動車を活用した小さな移動サービスで、そ
の車両も含めた総称

・実 施 主 体：交通事業者、福祉事業者、民間事業者、市民、長久手市

・実施・継続：2024（令和6）～2028（令和10）年度
・事 業 内 容：既存の公共交通のみならず、福祉有償運送など様々な地域の移

動資源の情報を集約し、市全体の移動資源を包含した地域交通

ネットワークを構築する。同時に、集約した情報を発信する仕

組みづくりを行い、移動困難者や交通弱者のあらゆるニーズに

対応できるようにする。
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（４）公共交通の乗り継ぎの利便性向上

市民の多様な移動ニーズに対応するため、各公共交通間の連携の強化により、乗り継ぎの利

便性向上に取り組む必要がある。市民アンケートにおいても、複数の公共交通を利用する上で、

乗り継ぎの利便性向上や割引サービスを求める声が挙がった。

ハード面の対応としては、屋根やイス、案内板など乗換待ち環境の機能向上が、ソフト面で

は、乗り継ぎによる運賃の割引サービスや運行ダイヤの調整、効率的な乗換情報の提供などの

取組が考えられる。

利用者にとって乗り継ぎによる市内移動が日々の移動の選択肢になるよう、上記のような事

業の調査・研究を地域公共交通再構築事業（社会資本整備総合交付金）等の活用も視野に入れ

ながら検討する。

図 長久手市内の複数の公共交通を利用するうえで実施してほしいサービス

資料：2022（令和4）年市民アンケート調査
〈乗り継ぎの参考事例〉

〇愛知県小牧市（コミュニティバスと民間バス路線の乗り継ぎ）

小牧市が運行するこまき巡回バス「こまくる」の一部停留所にて、小牧市役所～桃花台

地域までを運行するあおい交通「ピーチバス」との乗り継ぎ割引が実施されている。

「ピーチバス」から「こまくる」への乗り継ぎは、乗車時に乗り継ぐ旨を運転手に伝え

て２枚綴りの乗継券を受け取ることで、当日に限り2回まで無料で乗車が可能となる。
「こまくる」から「ピーチバス」への乗り継ぎは、「こまくる」乗車券についてくる「ピ

ーチバス割引券」を利用することで、当日に限り2回まで50円が割引される。
また、ピーチバスまたは小牧市内を起終点とする区間の名鉄バス定期券の提示で、「こ

まくる」の運賃が無料になる制度も導入している。

・実 施 主 体：交通事業者、長久手市

・検 討：2024（令和6）年度～2026（令和8）年度
・実施・継続：2027（令和9）年度～2028（令和10）年度
・事 業 内 容：割引サービスやダイヤの調整など、利便性向上につながる取組

を検討する。

13.9%

18.7%

21.8%

13.8%

3.6%

12.1%

27.3%

3.3%

0% 10% 20% 30%

市内複数の公共交通の1日乗車券を販売する〔N=215〕

乗り継ぎの割引サービスの実施〔N=289〕

市内公共交通同士の乗り継ぎ利便性の向上〔N=337〕

市内公共交通同士の乗り継ぎ情報の提供〔N=214〕

市内公共交通イベントの実施〔N=56〕

乗り継ぎの割引サービスの実施〔N=187〕

特にない・わからない〔N=423〕

その他〔N=51〕



- 66 -

（５）各関係機関と連携した利用促進の展開

①長久手市の関連施策との連携

第６次長久手市総合計画では、基本目標として「あえて歩いてみたくなるまち」を掲げ、

公共交通の利便性向上により、自動車に過度に依存しないまちを目指すこととしている。こ

れに関連して、2022（令和4）年には、「ゼロカーボンシティ宣言」を表明している。公共交
通の利用による自家用車移動の抑制は、二酸化炭素の排出を削減するうえで有効な手段とな

る。市民に自動車の過度な利用による問題を伝え、公共交通利用による効果の発信が必要で

ある。

観光の側面では、ジブリパーク開業に伴い、リニモ利用者の増加が見られたが、リニモ沿

線施設の利用や市内への観光は伸び悩んでいる。地域のにぎわい創出に関連して、来訪者に

対し、観光資源のＰＲと合わせて、公共交通の案内を行うことを検討する。

合わせて、福祉の側面においても、高齢者外出促進事業（p24参照）が行われている。当事
業と連携して、公共交通になじみのない運転免許証返納者に向けた情報発信を検討する必要

がある。また、福祉有償運送が運行しているが、ドライバー不足により需要に対応できてい

ないという課題がある。福祉有償運送利用に至っていない高齢者に対し、外出機会の増加や

健康増進につながるような利用促進を行うことを検討する。

②関係機関との連携

現在、関係機関と連携した利用促進の取組としては、東部丘陵線連絡協議会（※1）主催の
「リニモウォーキング（※2）」や「リニモツアーズ（※3）」の定期的な開催のほか、愛知県
主催の「エコモビ実践キャンペーン（※4）」への参加などがある。
また、各関係機関による市内の取組として、イオンモール長久手におけるクテポの付与、

シェアサイクル「カリテコバイク」の設置などがある。

公共交通の利用が日々の移動の選択肢となるよう、環境や観光、福祉などの分野と連携し

た利用促進策を交通事業者、企業、商業施設、近隣自治体、大学等と連携して継続的に実施、

支援する。

※1 愛知県、名古屋市、瀬戸市、豊田市、日進市及び長久手市で構成。

※2 リニモ沿線地域の自然や名所、文化・観光施設等をマップに沿って巡り、沿線の魅力を満喫いただくイベント。

※3 リニモ沿線施設にて小学生を対象とした体験講座を開催するイベント。

※4 エコモビとは、エコモビリティライフの略称であり、自家用車や公共交通、自転車、徒歩などをかしこく使い分

けて、環境にやさしい移動手段を利用することを指す。県内の企業等でエコモビの趣旨に賛同する団体が、情報の周

知・実践の働きかけ、県内一斉｢エコ通勤デー｣への参加、エコ通勤の推進、環境に配慮した自動車利用等の推進に取

り組むことにより、全県的に「エコモビ」の実践を推進するもの。

・実 施 主 体：関係機関（交通事業者、企業、商業施設、近隣自治体、大学など）、

長久手市

・実施・継続：2024（令和6）～2028（令和10）年度
・事 業 内 容：「公共交通や徒歩等を含めた多様な交通手段を利用する暮らし」へ

転換を促すため、行政としての取組のみならず、各関係機関とも

連携し、より実生活に沿った視点での利用促進を展開する。



- 67 -

（６）市民参加型の利用促進の展開・継続

「公共交通応援隊」は、子ども向けの利用促進イベントや、公共

交通かわら版「のりゃあせ」の作成などを行っている。現在の活動

を継続するとともに、関係者が連携して継続を支援する。

また、公共交通になじみのない人も円滑に公共交通が利用でき

るように、市民と関わり合いながら、情報発信や乗り方講座等の

実施を検討する。

（７）周知・広報活動の強化

市内公共交通をよく知らない市民は一定数存在していることから、全年代に向け、幅広く周

知を図ることが利用促進に取り組むうえで重要な要素となる。

年齢層により、必要とされる情報の種類や情報収集の方法は異なるため、電子媒体、紙媒体、

報道機関等の様々な媒体を活用して情報発信を実施する。

（情報発信方法の例）

・電子媒体：ホームページや市公式ＬＩＮＥなどでの公共交通情報の掲載

・紙媒体：転入者へのリニモ沿線マップやＮ－バス時刻表の配布（継続）、イベントチ

ラシ等への公共交通情報の掲載

・その他：ケーブルテレビ（ひまわりネットワーク）を利用したイベントの周知等

・実 施 主 体：市民、交通事業者、長久手市

・実施・継続：2024（令和6）～2028（令和10）年度
・事 業 内 容：2015（平成27）年度に結成した「公共交通応援隊」の活動を継

続するとともに、市内公共交通の周知及び利用拡大を図るた

め、公共交通に関するイベントを実施する。

・実 施 主 体：交通事業者、長久手市

・検 討：2024（令和6）年度
・実施・継続：2025（令和7）～2028（令和10）年度
・事 業 内 容：公共交通の利用促進及び啓発のため、様々な媒体を用いた周知

を図る。
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（８）公共交通マップの更新

本計画における取組の周知や利用促進

を図るための「長久手市公共交通マップ」

を公共交通体系の見直しに合わせて更新

を行う。

（９）定期的な利用データ取得のための公共交通利用実態調査

Ｎ－バスの路線見直し及び公共交通計画の目標の達成状況を把握し評価を行うために下記

の調査を行う。

・Ｎ－バスＯＤ調査（乗降調査）

・Ｎ－バス利用者・未利用者への利用実態調査

・公共交通に関する市民アンケート調査

調査にあたっては、年齢層や市内の地区による傾向が把握できるように実施するとともに、

隣接する市外との移動ニーズも把握する。

Ｎ－バスＯＤ調査については毎年3回程度実施する。また、Ｎ－バスの利用実態調査は路線
再編検討のため、公共交通に関する市民アンケート調査は本計画改定年度のために実施する。

・実 施 主 体：交通事業者、長久手市

・検 討：2024（令和6）～2026（令和8）年度
・実施・継続：2027（令和9）～2028（令和10）年度
・事 業 内 容：2017（平成29）年度から作成を始めた公共交通マップについて、

公共交通体系の見直しに合わせて、適宜更新を行う。

・実 施 主 体：長久手市

・実施・継続： 2024（令和6）～2028（令和10）年度
・事 業 内 容：Ｎ－バスの路線見直し及び本計画の評価に際して、公共交通の

利用状況等を把握するために、利用実態調査やアンケート調査

を行う。
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６－６．計画の達成状況の評価に関する事項

（１）ＰＤＣＡサイクルの構築

計画の推進にあたっては、法定協議会である、長久手市地域公共交通会議に審議を諮り、

会議メンバーの共通理解のもとで、実施主体が中心となって計画（Plan）、実施（Do）へ
と計画事業を推進していく。

計画事業の実施後は、設定した目標の達成度合いを評価（Check）し、評価結果を踏ま
えて計画事業の改善（Action）を行う。

（２）評価の方法

① 公共交通計画の評価

・公共交通計画の評価は、目標の達成度合いを把握し評価を行う。

・公共交通の利用実績で把握する評価指標については、毎年度実績を把握し評価を行う。

・市民アンケート調査で把握する評価指標については、計画期間終了前年の2027（令和9）
年度に調査を行い、評価する。

② 各事業の評価

取り組む各事業の評価は、事業の実施方法や進捗、実施結果や効果検証について会議で

審議を行い、実施内容の評価・改善を行うこととする。

表 評価スケジュールとＰＤＣＡサイクルのイメージ

※〇印：各事業の進捗に応じて事業ごとにＰＤＣＡサイクルを実施

地域公共交通計画の評価

各事業の評価 地域公共交通計画の評価

評価項目

・地域公共交通計画で取り組む事

業の内容

（実施方法、進捗、実施結果、効果等）

・5つの評価指標の達成度合い

改善の対象
・事業の実施方法の見直しを行

い、計画期間中に反映

・地域公共交通計画の取組事業の見直し

を行い、次期計画に反映

評価

実施

年度

2024
（R6） 〇

2025
（R7） 〇

2026
（R8） 〇

2027
（R9） 〇 アンケート調査実施

2028
（R10） 〇

Ｄ

Ｐ

Ａ

Ｃ
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６－７．地域公共交通確保維持改善事業により確保・維持する路線

（１）制度概要

「地域公共交通確保維持改善事業」とは、生活交通の維持・存続が危ぶまれる地域等に

おいて、地域特性や実情に即した最適な移動手段が提供され、また、バリアフリー化や制

約の少ないシステム導入等により移動に関する様々な障害が解消されるよう、地域公共交

通の確保、維持、改善に関して支援することを目的に、国土交通省より交通事業者等へ交

付される補助制度である。本市では、Ｎ－バス中央線、西部線及び三ケ峯線において、当

該の補助金による支援を活用している。

表 長久手市の交通手段の役割（再掲）

分類 交通手段 役割 機能

地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

公
共
交
通

リニモ

市内を東西に運行しており、広域的な公共交通ネットワ

ークの形成を担う路線であるとともに、市内の公共交通

の骨格となっている。

基幹交通

名鉄バス
市西部を中心に路線網が整備されており、市内の公共交

通の基幹的な役割を担っている。
基幹交通

Ｎ－バス

リニモ・名鉄バスを補完する形で路線網を形成しており、

市内の交通空白地解消や公共施設の利便性向上、交通弱

者の社会参加の促進、子育て支援を目的として運行して

いる。

補助交通

タクシー

「つばめグループ あんしんネットあいち」と「カナレタ

クシー」の2事業者が市内に営業所を有しており、定時定
路線に縛られない公共交通として、市内全体の移動をカ

バーしている。

個別輸送

くるりんばす

五色園線

（日進市）

日進市のコミュニティバス。日進市役所～長久手古戦場

駅を運行している。名古屋市や豊田市方面への通勤や通

学、買い物利用の足として長久手市と日進市の都市間移

動を担っている。

市外の

公共交通

本地線

（瀬戸市）

瀬戸市コミュニティバス。愛知医科大学へと乗り入れる

形で長久手市と接続している。リニモと併せて瀬戸市と

の都市間移動を担っている。

あさぴー号

（尾張旭市）

尾張旭市コミュニティバス。尾張旭市役所を起終点とす

る路線であり、愛知医科大学へと乗り入れる形で本市と

接続しており、尾張旭市との都市間移動を担っている。

新城名古屋

藤が丘線

豊鉄バスが運行する高速乗合バス。通称「山の湊号」。新

城市と藤が丘駅、長久手古戦場駅を接続する路線である。

新城市からは名古屋圏への通勤通学を、名古屋市方面か

らは観光を主な目的として広域的な都市間移動を担って

いる。

その他

福祉有償運送などの移動手段が市内に運行しており、既

存の公共交通では対応しきれていない移動ニーズをカバ

ーしている。また、福祉などの施策の一環として、輸送

が提供されている事例もある。

地域の

移動資源
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（２）本市の路線バスの現状

基幹交通、補助交通、市外の公共交通について、路線バスの概要を以下に示す。

表 路線バスの概要（基幹交通・補助交通）

※1 市内および市外来訪者にとって欠かせない路線のため、市として利用促進で確保・維持

※2 地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線）を活用して確保・維持

※3 地域公共交通確保維持改善事業（地域内フィーダー）を活用して確保・維持

事業者 事業許可区分
運行概要 確保・

維持策起点 経過地 終点

名鉄バス

一般乗合

旅客自動車

運送事業

（路線定期）

藤が丘

平和橋 菱野団地 ※1
長久手郵便局 菱野団地 ※1
熊張 瀬戸駅前 ※1
福祉の家 瀬戸駅前 ※1
愛知医科大学病院 瀬戸駅前 ※2
四軒家 愛知医科大学病院 ※1

愛知医科大学病院
(快速) ※1

平和橋 愛知医科大学病院 ※1
愛知学院大学前 ※1

長湫片平、名外大、

学芸大西
愛知学院大学前 ※1

長久手古戦場 ※1
長久手古戦場駅 トヨタ博物館前 ※1

トヨタ博物館前 ※1
愛知淑徳大学 ※1
星ヶ丘 ※1

トヨタ博物館前 名鉄ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ ※1
愛知医科大学病院 名鉄ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ ※1
愛知医科大学病院 瀬戸駅前 ※1
トヨタ博物館前 星ヶ丘 ※1
長久手古戦場駅 日進市役所 赤池駅 ※2
長久手古戦場駅 愛知医科大学病院 尾張旭向ヶ丘 ※2

愛・地球博記念公園駅 瀬戸駅前 ※1
愛・地球博記念公園 名鉄ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ ※1
愛・地球博記念公園 中部国際空港 ※1

Ｎ－バス

一般乗合

旅客自動車

運送事業

（路線定期）

中央線
（右回り・

左回り）

市役所
長久手古戦場駅

杁ヶ池公園駅南口 市役所 ※3

西部線
（右回り・

左回り）

市役所
長久手古戦場駅

はなみずき通り 市役所 ※3

東部線
（右回り・

左回り）

市役所
芸大通駅

長久手古戦場駅 市役所 ※1

藤が丘線 市役所 藤が丘 市役所 ※1
三ケ峯線 市役所 公園西駅 市役所 ※3
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表 路線バスの概要（市外の公共交通）

※1 市内および市外来訪者にとって欠かせない路線

※2 地域公共交通確保維持改善事業（地域間幹線）の補助対象路線

事業者 事業許可区分
運行概要 確保・

維持策起点 経過地 終点

くるりんばす

主体：日進市

運行：

交通事業者へ委託

五色園線

一般乗合

旅客自動車

運送事業

（路線定期）

市役所

（日進市）

長久手

古戦場駅

市役所

（日進市）
※2

瀬戸市

コミュニティバス

主体：瀬戸市

運行：

交通事業者へ委託

本地線

一般乗合

旅客自動車

運送事業

（路線定期）

愛知医大 立花 陶生病院 ※1

あさぴー号

主体：尾張旭市

運行：

交通事業者へ委託

西ルート 一般乗合

旅客自動車

運送事業

（路線定期）

市役所

（尾張旭市）
愛知医大

市役所

（尾張旭市）
※2

東ルート
市役所

（尾張旭市）
愛知医大

市役所

（尾張旭市）
※2

新城名古屋

藤が丘線

主体：豊鉄バス

一般乗合

旅客自動車

運送事業

（路線定期）

新城市民

病院西
藤が丘駅

長久手

古戦場駅
※2
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（３）地域公共交通確保維持改善事業の必要性

Ｎ－バスは市内の輸送を担う重要な路線である一方で、自治体の運営努力だけでは路線

の維持存続が困難であるため、今後も地域公共交通確保維持改善事業により、路線を確

保・維持する必要性がある。

地域公共交通確保維持改善事業において補助の適用条件に示す条件をすべて満たす必

要があり、Ｎ－バス路線のうち対象となるのは中央線、西部線、三ケ峯線の3路線となる。
なお、条件②について、中央線及び西部線は、長久手古戦場駅にて、「補助対象地域間

幹線バス系統のフィーダー系統」であること、三ケ峯線は「交通不便地域における地域間

交通ネットワークのフィーダー系統」であることから、補助対象となっている。

表 補助の適用条件

表 対象系統の役割・必要性

No. 補助適用の条件

① 路線定期運行

②

次のいずれかの要件を満たす系統（Ｎ－バスに該当する内容のみ記載）
1）補助対象地域間幹線バス系統のフィーダー系統であること
2）交通不便地域における地域間交通ネットワークのフィーダー系統であること
※Ｎ－バスの場合は、半径１㎞以内にバス停、鉄軌道駅がない地域を交通不便地域としての指定を受ける必要がある

③
地域における既存の交通ネットワークや生活交通ネットワーク計画の地域間幹線系統に係る部分の記載との調整・整合
が図られている

④
1）当該補助対象期間中に新たに運行を開始する、2）既に運行を開始しているもので生活交通確保維持改善計画に基づ
き新たに地方公共団体が支援を開始する、3）前年度補助対象期間中から生活交通確保維持改善計画に基づき運行され
ている、のいずれかに該当する

⑤ 補助対象期間に当該系統の経常収益が補助対象経常費用に達していない

⑥ 補助対象期間の末日（9月30日）において引き続き運行される

⑦ （輸送人員÷運行回数）の式によって算出される補助対象期間の１回当たりの輸送量が２人以上であるもの

系統 役割・必要性 実施主体

Ｎ－バス
中央線右回り・左回り

中央線は南北方向の移動を支える幹線として市の中
心部の地域間移動を担っている。また、Ｎ－バス路
線の中で唯一、長湫南部地区を運行し、人口増加が
著しい同地区での移動手段を確保を担っている。
また、移動ニーズの高い買い物施設や病院を経由す
る路線となっており、市内中心部の地域間移動を支
える重要な路線であるため、地域公共交通確保維持
事業により運行を確保・維持する必要がある。

Ｎ－バス
西部線右回り・左回り

西部線は藤が丘線や中央線の２路線で補い切れない
市街地内の住民の移動手段確保を目的として運行さ
れている。また、市西部の住宅密集地の外縁を通る
ため、地域幹線交通としての機能強化が図られてお
り、市役所や病院、リニモ駅など市の主要な施設を
経由している。
市民の日常生活の移動手段を確保・維持していくた
め、地域公共交通確保維持事業により、運行を確
保・維持する必要がある。

Ｎ－バス
三ケ峯線

三ケ峯線が運行する地域一帯は他の交通手段の圏域
外となる地域が多く存在し、当路線は地域内移動お
よび他の地域との移動を支えている。
人口の集積が低く、かつ高齢化率の高い地域である
ことから市役所や病院、福祉施設を経由する当路線
は当該の地域住民の日常生活に重要な役割を担って
いることからも、地域公共交通確保維持事業によ
り、運行を確保・維持する必要がある。

長久手市
（運行は交通事業者

に委託）
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図 補助対象路線位置図
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７．参考資料

７－１．長久手市地域公共交通会議設置要綱

（目的）

第１条 長久手市地域公共交通会議（以下「交通会議」という。）は、道路運送法（昭和２６年法

律第１８３号）及び地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成１９年法律第５９号。

以下「地域公共交通活性化再生法」という。）の規定に基づき、地域における需要に応じた住民

の生活に必要なバス等の旅客輸送の確保その他旅客の利便の増進を図り、地域の実情に即した

輸送サービスの実現に必要となる事項を協議するため設置する。

（協議事項）

第２条 交通会議は、次に掲げる事項を協議するものとする。

（１）地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の態様及び運賃・料金等に関する事項

（２）市町村運営有償運送の必要性及び旅客から収受する対価に関する事項

（３）市の公共交通政策の推進に関する事項

（４）交通会議の運営方法その他交通会議が必要と認める事項

（交通会議の構成員）

第３条 交通会議は、委員１７人以内をもって組織し、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。

（１）学識経験者

（２）一般乗合旅客自動車運送事業者その他の一般旅客自動車運送事業者及びその組織する団体

（３）一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転手が組織する団体

（４）福祉有償旅客運送事業者及びその組織する団体

（５）住民又は利用者の代表

（６）国土交通省中部運輸局愛知運輸支局長又はその指名する者

（７）愛知警察署長又はその指名する者

（８）愛知県都市・交通局交通対策課長又はその指名する者

（９）愛知県尾張建設事務所長又はその指名する者

（１０）長久手市長又はその指名する者

（１１）前各号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者

（委員の任期）

第４条 委員の任期は、２年以内とする。ただし、再任を妨げない。

２ 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（役員）

第５条 交通会議に会長、副会長１人及び監事２人を置く。

２ 会長は、委員の互選によってこれを定め、副会長及び監事は委員のうちから会長が指名する。

３ 会長は、交通会議を代表し、会務を総括する。

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理

する。

５ 監事は、交通会議の監査事務を行う。

（会議）

第６条 交通会議は、会長が招集し、会長が会議の議長となる。

２ 交通会議は、委員の半数以上の出席がなければ、これを開くことができない。ただし、書面

により代理者に権限を委任した場合は、当該代理者を出席委員とみなす。
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３ 交通会議の議事は、原則として全会一致をもって決するものとする。ただし、意見が分かれ

たときは、出席委員の４分の３以上の賛成で決するものとする。

４ 会長は、交通会議の運営上必要があると認めるときは、委員以外の者を出席させ、意見を聴

くことができる。

５ 会議は、原則として公開とする。

６ オンライン形式での開催について、会長は、相当と認めるときは、委員及び事務局が映像と

音声の送受信により相手の状態を相互に認識しながら通話をすることができる方法によって、

会議を開催し、審議及び採決を行うことができる。また、委員及び事務局がオンライン形式に

よる場合には第６条第２項の出席とみなす。

（協議結果の取扱い）

第７条 交通会議において協議が調った事項について、関係者はその結果を尊重し、当該事項の

誠実な実施に努めるものとする。

（庶務）

第８条 交通会議の庶務に関し必要な事項は、別に定める。

（会計）

第９条 交通会議の収入及び支出に関し必要な事項は、別に定める。

（その他）

第１０条 この要綱に定めるもののほか、交通会議の運営に関して必要な事項は、会長が交通会

議に諮り定める。

附 則

この要綱は、平成２０年１０月１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２１年４月２８日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２４年１月４日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２７年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２８年３月１５日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２９年５月３１日から施行する。

附 則

この要綱は、令和元年６月５日から施行する。

附 則

この要綱は、令和３年６月１日から施行する。

附 則

この要綱は、令和４年５月３０日から施行する。

附 則

この要綱は、令和５年３月２８日から施行する。
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７－２．長久手市地域公共交通会議委員名簿

＜ 第６４回長久手市地域公共交通会議開催時点 ＞

委員区分 氏 名 備 考

１ 第１号 樋口 恵一 大同大学 工学部 建築学科

２ 第２号 大野 淳 名鉄バス㈱ 主席交通企画官

３ 〃 小林 裕之 公益社団法人愛知県バス協会 専務理事

４ 〃 岩井 貞典 ㈱あんしんネットあいち 長久手営業所 営業課長

５ 〃 門前 健 長久手市 くらし文化部長

６ 第３号 若杉 将成 愛知県交通運輸産業労働組合協議会 幹事

７ 第４号 牧 雅美 特定非営利活動法人百千鳥 理事

８ 〃 川本 満男 長久手市 福祉部長

９ 第５号 国仲 美早 公募委員

１０ 〃 古賀 めぐみ 〃

１１ 〃 佐分利 麻美 〃

１２ 第６号 宮川 高彰
国土交通省中部運輸局 愛知運輸支局

首席運輸企画専門官

１３ 第７号 愛知警察署 交通課長

１４ 第８号 石屋 義道 愛知県都市・交通局交通対策課 担当課長

１５ 第９号 吉金 典晃 愛知県尾張建設事務所 維持管理課長

１６ 第１０号 日比野 裕行 長久手市 市長公室長

１７ 第１１号 児玉 朋孝 愛知高速交通㈱ 総務部次長兼総務課長
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７－３．長久手市地域公共交通計画の策定経緯

（１）長久手市地域公共交通会議での協議

「長久手市地域公共交通計画」の策定に関する長久手市地域公共交通会議は下記のと

おり開催し、協議を行った。

会議開催日 協議内容

＜第55回会議＞
令和3年6月1日（火）

・令和2年度長久手市地域公共交通会議事業報告について
・決算報告について

・令和3年度予算（案）について
・地域間幹線系統及びフィーダー系統の概要について

・二次評価結果の通知について

・生活交通確保維持改善計画について

・公共交通応援隊活動報告

・公共交通ネットワーク調査研究会

・令和2年度市内公共交通の利用者実績について

＜第56回会議＞
令和3年10月26日（火）

・Ｎ－バスの料金体系の改訂について

・公共交通応援隊キッズイベントグループ活動報告について

・市内公共交通の利用実績について

＜第57回会議＞
令和3年12月21日（火）

・令和3年度地域公共交通確保維持改善計画事業に関する事業評
価について

・Ｎ－バスの料金体系の改訂について

・生活交通確保維持改善計画の変更について

・長久手市公共交通利用促進について

・ＭａａＳ実証実験について

・市内公共交通の利用実績について

＜第58回会議＞
令和4年5月30日（月）

・令和3年度長久手市地域公共交通会議事業報告及び決算報告に
ついて

・令和4年度長久手市地域公共交通会議事業計画（案）について

・地域公共交通確保維持改善事業の概要について

・二次評価結果の通知について

・長久手市生活交通確保維持改善計画について

・令和3年度公共交通会議事務局の活動報告について
・令和3年度市内公共交通の利用者実績について

＜第59回会議＞
令和4年8月1日（月）

・令和4年度公共交通市民アンケートについて
・長久手のりもの講座について

・市内公共交通の利用者実績について

＜第60回会議＞
令和4年12月22日（木）

・令和4年度地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価
について

・令和4年度生活交通確保維持改善計画の変更について
・令和4年度公共交通市民アンケート速報値について
・公共交通応援隊活動報告について

・ジブリパークへの新たな交通手段について

・市内公共交通の利用者実績について

＜第61回会議＞
令和5年5月23日（火）

・令和4年度長久手市地域公共交通会議事業報告及び決算報告に
ついて

・令和5年度長久手市地域公共交通会議事業計画（案）について
・地域公共交通確保維持改善事業の概要について

・令和4年度地域公共交通確保維持改善事業の二次評価について
・長久手市生活交通確保維持改善計画（令和6年度事業分）につ
いて

・令和4年度公共交通会議事務局の活動報告について
・公共交通市民アンケート結果報告について
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（２）パブリックコメントの実施

「長久手市地域公共交通計画（案）」に対するパブリックコメントを、2023（令和５）
年1月9日から2月7日まで行い、意見が寄せられた。

・福祉有償運送ヒアリング結果報告について

・公共交通応援隊作成の「のりゃあせ」発行報告について

・市内公共交通の利用者実績について

・Ｎ－バスのバス停移動について

・Ｎ－バス料金体系の見直し後の状況について

・Ｎ－バス新規導入予定の車両について

・浜松新城リレー号実証運行の結果について

・新城名古屋藤が丘線（山の湊号）の協議運賃化について

・市内公共交通の利用者実績について

＜第62回会議＞
令和5年7月25日（火）

・新城名古屋藤が丘線の協議運賃化について

・長久手市地域公共交通計画骨子案について

・市内公共交通の利用者実績について

＜第63回会議＞
令和5年10月3日（火）

・公共交通ワークショップの結果報告について

・長久手市地域公共交通計画素案（抜粋版）について

・市内公共交通の利用者実績について

・リニモ公園西駅から赤池駅までの名鉄バス直行便の実験運行

について

＜第64回会議＞
令和5年12月19日（火）

・令和5年度地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価に
ついて

・第2次長久手市地域公共交通網形成計画の評価結果について
・長久手市地域公共交通計画素案について

・市内公共交通の利用者実績について

＜第65回会議＞
令和6年3月11日（月） ・長久手市地域公共交通計画公表について
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